
Cisco UCS Managerによるファームウェア
の管理

• Cisco UCS Managerでのファームウェアのダウンロードと管理（1ページ）
•自動インストールによるファームウェアアップグレード（14ページ）
•サービスプロファイルのファームウェアパッケージによるファームウェアアップグレー
ド , on page 31

•ファームウェアの自動同期（44ページ）
•エンドポイントでの直接のファームウェアのアップグレード, on page 47

Cisco UCS Managerでのファームウェアのダウンロードと
管理

ファームウェアイメージの管理

シスコでは、イメージのバンドル内のCiscoUCSコンポーネントに、すべてのファームウェア
アップデートを提供します。各イメージは、1つのハードウェアコンポーネントに固有のファー
ムウェアパッケージを表します。たとえば、IOMイメージやCiscoUCSManagerイメージなど
です。Cisco UCSファームウェアのアップデートは、Cisco UCSドメインのファブリックイン
ターコネクトに次のバンドルでダウンロードできます。

Cisco UCSインフラストラクチャソフトウェアバンドル

Cisco UCSManagerリリース 4.0以降のリリースには、4つの個別のインフラストラクチャ
バンドルが含まれています。

これらのバンドルには、次のコンポーネントをアップデートするために必要となるファー

ムウェアイメージなどがあります。

• Cisco UCS Managerソフトウェア

•ファブリックインターコネクトのカーネルファームウェアとシステムファームウェ
ア
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• I/Oモジュールのファームウェア

CiscoUCS6400シリーズファブリックインターコネクトs dには、
個別のキックスタートイメージとシステムイメージがありませ

ん。

Note

あるプラットフォーム用の UCSインフラストラクチャバンドルは、別のプラットフォー
ムをアクティブ化するために使用できません。たとえば、UCS 6300シリーズファブリッ
クインターコネクトのインフラストラクチャバンドルを使用して Cisco UCS 6400シリー
ズファブリックインターコネクトをアクティブにすることはできません。

Note

Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドル

このバンドルには、CiscoUCSドメインのブレードサーバのファームウェアをアップデー
トするために必要となる、次のファームウェアイメージが含まれます。リリース用に作成

された最新のバンドルに加えて、最新のインフラストラクチャバンドルに含まれないブ

レードサーバに対してCisco UCSManagerをイネーブルにするために、次のバンドルもリ
リースされる場合があります。

• CIMCファームウェア

• BIOSファームウェア

•アダプタファームウェア

•ボードコントローラファームウェア

•新規サーバで必要なサードパーティ製のファームウェアイメージ

Cisco UCS Cシリーズラックマウント UCS管理対象サーバソフトウェアバンドル

このバンドルには、Cisco UCS Managerと統合されその管理を受けているラックマウント
サービスのコンポーネントの更新に必要な、次のファームウェアイメージが含まれます。

• CIMCファームウェア

• BIOSファームウェア

•アダプタファームウェア

•ストレージコントローラのファームウェア
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このバンドルは、スタンドアロン Cシリーズサーバには使用できません。これらのサー
バのファームウェア管理システムは、Cisco UCS Managerに必要なヘッダーを解釈できま
せん。スタンドアロン Cシリーズサーバのアップグレード方法については、Cシリーズ
のコンフィギュレーションガイドを参照してください。

Note

また、シスコではリリースノートも提供しており、バンドルを取得したのと同じWebサイト
から入手できます。

自動インストールプロセスを開始する前に、データパスの準備が整っていることの確認に従っ

てデータをキャプチャしてください。

•自動インストール中に保留中のアクティビティを確認する前に、すべての下位VIFパスが
再構築されていることを確認することが重要です。

• UCS VIFパスは、UCSManager GUI内の障害からではなく、CLIからのみモニターしてく
ださい。

• UCSVIFパスのモニターに失敗すると、部分的または完全な「すべてのパスがダウン」状
態になる可能性があります。

両方のファブリックインターコネクトのリブートが必要なプロセスを実行する前に、ガイドラ

インに従うことを推奨します。

Caution

ファームウェアイメージヘッダー

すべてのファームウェアイメージに、次の情報を含むヘッダーがあります。

•チェックサム

•バージョン情報

•コンポーネントイメージの互換性と依存関係を確認するためにシステムで使用される互換
性情報

ファームウェアイメージカタログ

Cisco UCS Manager使用できるすべてのイメージのインベントリを維持します。イメージカタ
ログには、イメージとパッケージのリストが含まれます。パッケージは、ダウンロードされた

ときに作成される読み取り専用オブジェクトです。これはディスク領域を占有せず、パッケー

ジのダウンロードの一部として展開されたイメージのリストまたはコレクションを表します。

個々のイメージがダウンロードされるときに、パッケージ名はイメージ名と同じままです。

Cisco UCS Managerには、ファブリックインターコネクトにダウンロードされているファーム
ウェアイメージとそのコンテンツのカタログを示す 2つのビューが用意されています。
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パッケージ

このビューでは、ファブリックインターコネクトにダウンロードされているファームウェ

アバンドルが読み取り専用で表示されます。このビューは、イメージのコンテンツではな

く、イメージを基準にソートされます。パッケージについては、このビューを使用して、

ダウンロード済みの各ファームウェアバンドルに存在するコンポーネントイメージを確

認できます。

イメージ

イメージビューには、システムで使用できるコンポーネントイメージが表示されます。

このビューを使用して、ファームウェアバンドル全体を表示したり、バンドルごとにイ

メージをグループ化したりすることはできません。各コンポーネントイメージについて表

示される情報には、コンポーネントの名前、イメージサイズ、イメージバージョン、お

よびコンポーネントのベンダーとモデルが含まれます。

このビューを使用して、各コンポーネントに使用できるファームウェアアップデートを識

別できます。また、このビューを使用して、古くなったイメージや不要なイメージを削除

することもできます。パッケージ内のすべてのイメージを削除した後、CiscoUCSManager
はパッケージ自体を削除します。

Cisco UCS Managerによって、ファブリックインターコネクトのブートフラッシュにイメージ
が保存されます。クラスタシステムでは、すべてのイメージが互いに同期されるので、両方の

ファブリックインターコネクトにおけるブートフラッシュのスペース使用量は等しくなりま

す。ブートフラッシュパーティションが 70%を超え、合計使用スペースが 90%を超えると、
エラーが発生します。Cisco UCS Managerがこのような障害を生成した場合、領域を解放する
ために古いイメージを削除します。

Tip

シスコからのソフトウェアバンドルの入手

Before you begin

CiscoUCSドメインを更新するには、次のどのソフトウェアバンドルが必要かを判断します。

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト、6300シリーズファブリックイ
ンターコネクト、6200シリーズファブリックインターコネクト、および6324ファブリッ
クインターコネクト用の Cisco UCSインフラストラクチャソフトウェアバンドル：すべ
ての Cisco UCSドメインで必要です。

• Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドル：ブレードサーバーを含む
すべての Cisco UCSドメインに必要。

• Cisco UCS Cシリーズラックマウント UCS管理対象サーバソフトウェアバンドル：統合
ラックマウントサーバーを含むCiscoUCSドメインにのみ必要。このバンドルには、Cisco
UCS Managerを使用してこれらのサーバーを管理するためのファームウェアが含まれてい
ます。このバンドルはスタンドアロンの Cシリーズラックマウントサーバーには適用で
きません。
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Procedure

ステップ 1 Webブラウザで、Cisco.comを参照します。

ステップ 2 [サポート（Support）]で [すべてをダウンロード（All Downloads）]をクリックします。

ステップ 3 中央のペインで、[Servers - Unified Computing]をクリックします。

ステップ 4 入力を求められたら、Cisco.comのユーザー名およびパスワードを入力して、ログインします。

ステップ 5 右側のペインで、次のように必要なソフトウェアバンドルのリンクをクリックします。

ナビゲーションパス作成

[UCS Infrastructure and UCS Manager
Software] > [Unified Computing System (UCS)

CiscoUCS6400シリーズファブリックインター
コネクト、6300シリーズファブリックイン

Infrastructure Software Bundle]をクリックし
ます。

ターコネクト、6200シリーズファブリックイ
ンターコネクト、および6324ファブリックイ
ンターコネクト用のCiscoUCSインフラストラ
クチャソフトウェアバンドル

[UCS B-Series Blade Server Software] > [Unified
Computing System (UCS) Server Software
Bundle]をクリックします。

Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフト
ウェアバンドル

[UCS C-Series Rack-Mount UCS-Managed
Server Software] > [Unified Computing System

Cisco UCS Cシリーズラックマウント UCS管
理対象サーバソフトウェアバンドル

(UCS) Server Software Bundle]をクリックし
ます。

これらのパスからアクセスできる Unified Computing System（UCS）ドキュメント
ロードマップバンドルは、すべてのCiscoUCSドキュメントを含むダウンロード可
能な ISOイメージです。

Tip

ステップ 6 ソフトウェアバンドルをダウンロードする最初のページで、[リリースノート（ReleaseNotes）]
リンクをクリックしてリリースノートの最新版をダウンロードします。

ステップ 7 ダウンロードする各ソフトウェアバンドルについて、次の手順を実行します。

a) 最新リリースの 4.0ソフトウェアバンドルのリンクをクリックします。

リリース番号の後には、数字と文字が括弧内に続きます。数字はメンテナンスリリース

レベルを表し、文字はそのメンテナンスリリースのパッチを区別します。各メンテナンス

リリースとパッチの内容の詳細については、最新版のリースノートを参照してください。

b) 次のいずれかのボタンをクリックして、表示される指示に従います。

• [今すぐダウンロード（DownloadNow）]：ソフトウェアバンドルをすぐにダウンロー
ドできます。

• [カートに追加（Add to Cart）]：後でダウンロードするソフトウェアバンドルをカー
トに追加します。
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c) メッセージに従ってソフトウェアバンドルのダウンロードを完了します。

ステップ 8 Cisco UCSドメインをアップグレードする前にリリースノートをお読みください。

What to do next

ソフトウェアバンドルをファブリックインターコネクトにダウンロードします。

離れた場所からのファブリックインターコネクトへのファームウェア

イメージのダウンロード

クラスタセットアップでは、ダウンロードの開始に使用されたファブリックインターコネク

トに関係なく、ファームウェアバンドルのイメージファイルは両方のファブリックインター

コネクトにダウンロードされます。Cisco UCS Managerは、両方のファブリックインターコネ
クトにあるすべてのファームウェアパッケージとイメージを同期状態にします。ファブリック

インターコネクトの1つがダウンした場合でも、ダウンロードは正常に終了します。オンライ
ンに復帰したときに、イメージがもう片方のファブリックインターコネクトに同期されます。

Note

Before you begin

必要なファームウェアバンドルをシスコから入手します。

Procedure

PurposeCommand or Action

ファームウェアモードを開始します。UCS-A# scope firmwareステップ 1

ファームウェアバンドルをダウンロー

ドします。シスコから提供されたダウン

UCS-A /firmware # download image URLステップ 2

ロードパスを使用し、次のいずれかの

構文で URLを指定します。

• ftp:// server-ip-addr / path

• scp://username@server-ip-addr/path

• sftp://username@server-ip-addr/ / path

• tftp://server-ip-addr: : port-num //
{5}path{5}
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PurposeCommand or Action

[TFTP]ではファイルサ
イズが 32 MBに制限さ
れます。ファームウェ

アバンドルはそれより

も大幅にサイズが大き

い可能性があるため、

ファームウェアのダウ

ンロードに TFTPを選
択しないことを推奨し

ます。

Note

• usbA:/ path

• usbB:/ path

USB Aおよび USB Bは、
CiscoUCS6324（UCSMini）
および Cisco UCS 6300シ
リーズファブリックイン

ターコネクトにのみ適用さ

れます。

Cisco UCS 6300シリーズ
ファブリックインターコネ

クトでは、2個のポートのう
ちの最初のポートのみ検出

されます。

Note

IPアドレスではなくホスト
名を使用する場合、Cisco
UCS Managerで DNSサーバ
を設定します。

Note

リモートサーバのユーザ名のパスワー

ド。プロトコルが tfptの場合、この
フィールドは適用されません。

リモートサーバのパスワードを入力し

ます。

ステップ 3

ダウンロードタスクのステータスを表

示します。イメージのダウンロードが完

UCS-A /firmware # show download-taskステップ 4

了すると、タスク状態がDownloadingか
ら Downloadedに変更されます。CLIの
表示は自動的には更新されないので、タ

スクのステータスに Downloadedが表示
されるまで何度も show download-task
コマンドを入力する必要があります。
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PurposeCommand or Action

すべてのファームウェアバンドルがファ

ブリックインターコネクトにダウンロー

ステップ 5

ドされるまで、このタスクを繰り返しま

す。

Example

次に、SCPを使用してファームウェアパッケージをダウンロードする例を示します。
UCS-A# scope firmware
UCS-A /firmware # download image
scp://user1@111.100.10.10/images/ucs-k9-bundle.4.0.1.988.bin
OR
download image usbB:/username/ucs-k9-bundle-b-series.4.0.1a.B.bin
UCS-A /firmware # show download-task
UCS-A /firmware #

What to do next

ファームウェアバンドルイメージファイルのダウンロードが完了したら、エンドポイント上

でファームウェアを更新します。

ファームウェアパッケージのダウンロードステータスの表示

ファームウェアのダウンロード操作が開始された後、パッケージがまだダウンロード中か、ま

たは完了したか判別するために、ダウンロードステータスを確認できます。

Procedure

PurposeCommand or Action

ファームウェアモードを開始します。UCS-A# scope firmwareステップ 1

ダウンロードタスクのステータスを表

示します。イメージのダウンロードが完

UCS-A /firmware # show download-taskステップ 2

了すると、タスク状態がDownloadingか
ら Downloadedに変更されます。CLIの
表示は自動的には更新されないので、タ

スクのステータスに Downloadedが表示
されるまで何度も show download-task
コマンドを入力する必要があります。
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Example

次に、ファームウェアパッケージのダウンロードステータスを表示する例を示しま

す。ダウンロード状態によりファームウェアパッケージのダウンロードが完了したこ

とが示されるまで、 show download-task コマンドの入力を続けます。

UCS-A# scope firmware
UCS-A /firmware # show download-task

Download task:
File Name Protocol Server Userid State
--------- -------- --------------- --------- -----
ucs-mini-k9-bundle-infra.4.0.1a.A.bin Scp 100.100.100.10 user1 Downloading

UCS-A /firmware # show download-task

Download task:
File Name Protocol Server Userid State
--------- -------- --------------- --------- -----
ucs-mini-k9-bundle-infra.4.0.1a.A.bin Scp 100.100.100.10 user1 Downloading

UCS-A /firmware # show download-task

Download task:
File Name Protocol Server Userid State
--------- -------- --------------- --------- -----
ucs-mini-k9-bundle-infra.4.0.1a.A.bin Scp 100.100.100.10 user1 Downloaded

イメージダウンロードのキャンセル

イメージのダウンロードタスクは、タスクの進行中にのみキャンセルできます。イメージのダ

ウンロードの完了後に、ダウンロードタスクを削除しても、ダウンロード済みのイメージは削

除されません。イメージダウンロードタスクに関係する FSMはキャンセルできません。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファームウェアモードを開始します。UCS-A# scope firmwareステップ 1

指定されたイメージファイルを削除し

ます。

UCS-A /firmware # delete download-task
image_filename

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /firmware # commit-bufferステップ 3

例

次の例は、イメージのダウンロードを取り消します。
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UCS-A# scope firmware
UCS-A /firmware # delete download-task ucs-k9-bundle-b-series.4.0.1a.B.bin
UCS-A /firmware* # commit-buffer
UCS-A /firmware*

ファブリックインターコネクトの利用可能なすべてのソフトウェア

イメージの表示

この手順は任意で、すべてのエンドポイントのファブリックインターコネクトの使用可能なソ

フトウェアイメージを表示します。各エンドポイントモードでの show image コマンドの使
用によっても、エンドポイントの使用可能なソフトウェアイメージを表示できます。

Procedure

PurposeCommand or Action

ファームウェアモードを開始します。UCS-A# scope firmwareステップ 1

ファブリックインターコネクトにダウ

ンロードされたすべてのソフトウェア

イメージが表示されます。

UCS-A /firmware # show imageステップ 2

エンドポイントを直接アッ

プデートする場合、ソフト

ウェアバージョン番号を指

定する必要があります。エ

ンドポイントでファーム

ウェアを直接アップデート

する場合、右の列のバー

ジョン番号に注意してくだ

さい。

Note

Example

次に、ファブリックインターコネクトの使用可能なすべてのソフトウェアイメージを

表示する例を示します。

UCS-A# scope firmware
UCS-A /firmware # show image

Name Type Version
--------------------------------------------- -------------------- -------
ucs-2200.3.2.2cS2.gbin Chassis Adaptor 3.2(2cS2)
ucs-2200.4.0.0.46.gbin Chassis Adaptor 4.0(0.46)
ucs-3260.3.0.4d.gbin Chassis Management Controller

3.0(4d)
ucs-3260.4.0.0.149.gbin Chassis Management Controller

4.0(0.149)
ucs-3260.4.0.0.155.gbin Chassis Management Controller

4.0(0.155)
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ucs-6100-k9-kickstart.5.0.3.N2.3.22cS2.gbin Fabric Interconnect Kernel
5.0(3)N2(3.22cS2)

ucs-6100-k9-kickstart.5.0.3.N2.4.00.46.gbin Fabric Interconnect Kernel
5.0(3)N2(4.00.46)

ucs-6100-k9-system.5.0.3.N2.3.22cS2.gbin Fabric Interconnect System
5.0(3)N2(3.22cS2)

ucs-6100-k9-system.5.0.3.N2.4.00.46.gbin Fabric Interconnect System
5.0(3)N2(4.00.46)

ucs-adaptor-pcie-ucsc-pcie-x710ta4.800031CA-1.812.1.gbin
Adapter 800031CA-1.812.1

ucs-adaptor-pcie-ucsc-pcie-xxx710da2.8000364C-1.812.1.gbin
Adapter 8000364C-1.812.1

ucs-bmc-brdprog-S3260M5.2.0.gbin Board Controller 2.0

...

ファブリックインターコネクトの利用可能なすべてのパッケージの表

示

この手順は任意で、すべてのエンドポイントのファブリックインターコネクトの使用可能なソ

フトウェアパッケージを表示します。各エンドポイントモードでの show package コマンド
の使用によっても、エンドポイントの使用可能なソフトウェアイメージを表示できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファームウェアモードを開始します。UCS-A# scope firmwareステップ 1

ファブリックインターコネクトにダウ

ンロードされたすべてのソフトウェア

パッケージが表示されます。

UCS-A /firmware # show packageステップ 2

エンドポイントを直接アッ

プデートする場合、ソフト

ウェアバージョン番号を指

定する必要があります。エ

ンドポイントでファーム

ウェアを直接アップデート

する場合、右の列のバー

ジョン番号に注意してくだ

さい。

（注）
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例

次に、ファブリックインターコネクトの使用可能なすべてのソフトウェアパッケージ

を表示する例を示します。

UCS-A# scope firmware
UCS-A /firmware # show package
Name Version
--------------------------------------------- -------
ucs-c125-bios.C125.4.0.0.15.0504180159.gbin
ucs-c125-bios.C125.4.0.0.17.0518180446.gbin
ucs-c125-k9-cimc.4.0.0.130.gbin
ucs-c125-k9-cimc.4.0.0.149.gbin
ucs-k9-bundle-c-series.3.1.3h.C.gbin 3.1(3h)C
ucs-k9-bundle-c-series.4.0.0.112.C.gbin 4.0(0.112)C
ucs-k9-bundle-c-series.4.0.0.115.C.gbin 4.0(0.115)C
ucs-k9-bundle-infra.3.2.2eS9.A.gbin 3.2(2eS9)A
ucs-k9-bundle-infra.4.0.0.57.A.gbin 4.0(0.57)A
ucs-manager-k9.4.0.0.8769.gbin
ucs-manager-k9.4.0.0.8777.gbin
ucs-manager-k9.4.0.0.8911.gbin

ファームウェアパッケージの内容の判断

手順

目的コマンドまたはアクション

ファームウェアモードを開始します。UCS-A# scope firmwareステップ 1

指定したファームウェアパッケージの

内容を表示します。

UCS-A /firmware # show package
package-name expand

ステップ 2

例

次に、ファームウェアパッケージの内容を表示する例を示します。

UCS-A# scope firmware
UCS-A /firmware # show package ucs-k9-bundle-infra.4.0.0.57.A.gbin expand
Package ucs-k9-bundle-infra.4.0.0.57.A.gbin:

Images:
ucs-2200.4.0.0.46.gbin
ucs-6100-k9-kickstart.5.0.3.N2.4.00.46.gbin
ucs-6100-k9-system.5.0.3.N2.4.00.46.gbin
ucs-manager-k9.4.0.0.56b.gbin
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ファブリックインターコネクトの空き領域のチェック

イメージのダウンロードが失敗したら、CiscoUCSでファブリックインターコネクトのブート
フラッシュに十分な空き領域があるかどうかをチェックします。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックのファブリック

インターコネクトモードを開始します。

UCS-A# scope fabric-interconnect {a |
b}

ステップ 1

指定したファブリックの空き領域を表示

します。

UCS-A /fabric-interconnect # show storage
[detail | expand}

ステップ 2

ファームウェアイメージバ

ンドルをダウンロードする

場合、ファブリックイン

ターコネクトに、ファーム

ウェアイメージバンドルの

サイズの少なくとも 2倍の
空き領域が必要です。ブー

トフラッシュに十分な領域

がない場合は、ファブリッ

クインターコネクトから、

古いファームウェア、コア

ファイル、その他の不要な

オブジェクトを削除してく

ださい。

（注）

例

次の例は、ファブリックインターコネクトの空き領域を表示します。

UCS-A# scope fabric-interconnect a
UCS-A /fabric-interconnect # show storage
Storage on local flash drive of fabric interconnect:

Partition Size (MBytes) Used Percentage
---------------- ---------------- ---------------
bootflash 16342 81
opt 3873 3
spare 5759 2
usbdrive Nothing Empty
var_sysmgr 2000 24
var_tmp 600 2
volatile 240 Empty
workspace 3848 6

UCS-A /fabric-interconnect #

Cisco UCS Managerによるファームウェアの管理
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自動インストールによるファームウェアアップグレード
自動インストールでは、次の段階によって、Cisco UCSドメインを 1つのパッケージに含まれ
るファームウェアバージョンにアップグレードすることができます。

•インストールインフラストラクチャファームウェア：Cisco UCSインフラストラクチャ
ソフトウェアバンドルを使用して、ファブリックインターコネクト、I/Oモジュール、
CiscoUCSManagerなど、インフラストラクチャコンポーネントをアップグレードします。
ファームウェアイメージの管理（1ページ）はCisco UCS Managerリリース 4.0。の使用
可能なインフラストラクチャソフトウェアバンドルに関する詳細を提供します。自動イ

ンストールによるインフラストラクチャファームウェアのアップグレードの推奨プロセス

（21ページ）では、インフラストラクチャファームウェアの自動インストールに関して
Ciscoが推奨するプロセスを説明しています。

•シャーシファームウェアのインストール]を使用して、 Cisco UCS Cシリーズラックマウ
ント UCS管理対象サーバソフトウェアバンドルシャーシのコンポーネントをアップグ
レードします。

•インストールサーバファームウェア：Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェ
アバンドルを使用して Cisco UCSドメインのすべてのブレードサーバをアップグレード
したり、また Cisco UCS CシリーズラックマウントUCS管理対象サーバソフトウェアバ
ンドルを使用してすべてのラックサーバをアップグレードすることができます。

この段階は独立したものであり、異なる時刻に実行することや、実行されるようにスケジュー

ルすることができます。

自動インストールを使用して、インフラストラクチャコンポーネントをCiscoUCSのバージョ
ンにアップグレードし、シャーシと サーバコンポーネントを異なるバージョンにアップグ

レードすることができます。

ドメイン内の Cisco UCS Managerが Cisco UCS 2.1(1)より前のリリースである場合は、自動イ
ンストールを使用して、Cisco UCSドメイン内のインフラストラクチャまたはサーバをアップ
グレードすることはできません。ただし、Cisco UCS Managerを Release 2.1(1)以降にアップグ
レードすると、自動インストールを使用して、ファームウェアレベルの最低要件を満たしてい

るCiscoUCSドメイン内の他のコンポーネントをアップグレードできます。詳細については、
自動インストールによるアップグレードに関する注意事項とガイドラインを参照してくださ

い。

（注）

Cisco UCSManagerリリース 3.1(1l)、3.1(2b)、3.1(2c)、および 3.1(2e)で、[Redundancy]を [Grid]
に設定し、[Power Capping]を [No Cap]に設定して電源ポリシーを設定している場合、自動イ
ンストールを使用した Cisco UCS Managerソフトウェアのアクティブ化は失敗します。Cisco
UCS Managerリリース 3.1(2b)より前、および 3.1(2e)より後の Cisco UCS Managerリリースで
は、自動インストールを使用したCisco UCSManagerソフトウェアのアクティブ化は構成され
た電源ポリシーに基づく失敗がなくなりました。
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後の直接アップグレード自動インストール

自動インストール中、デフォルトインフラストラクチャパックのスタートアップバージョン

が設定されます。CiscoUCSManager後に自動インストール、ファブリックインターコネクト、
および IOMの直接アップグレードまたはアクティブ化を正常に完了するには、直接アップグ
レードまたはアクティブ化を開始する前に、スタートアップバージョンがクリアされているこ

とを確認します。デフォルトインフラストラクチャパックのスタートアップバージョンが構

成されている場合、Cisco UCSManager、ファブリックインターコネクト、および IOMを直接
アップグレードまたはアクティブ化することはできません。デフォルトのインフラストラク

チャパックおよびサービスパックのスタートアップバージョンのクリア（29ページ）は、
スタートアップバージョンをクリアするための詳細な手順を提供します。

自動内部バックアップ

インフラストラクチャファームウェアのアップグレード中に、完全な状態のバックアップファ

イルが自動的に作成されます。Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、FSMステータスで表
示される 2つの新しいバックアップ段階が追加されました。これらを次に示します。

1. InternalBackup：設定をバックアップします。

2. PollInternalBackup：バックアップの完了を待ちます。

バックアップが正常に完了すると、「bkp.timestamp.tgz」という名前のバックアップファイル
が、両方のファブリックインターコネクトの /workspace/backupディレクトリに保存され
ます。ここには、最新のバックアップファイルのみが保存されます。

バックアップが失敗した場合は、「internal backup failed」というマイナーエラーがログに記
録されます。このエラーは、Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)より前のリリースにダウング
レードした場合は記録されません。

このバックアップファイルからファブリックインターコネクトの設定を復元する前に、

local-mgmtから copyコマンドを使用して、バックアップファイルをファブリックインターコ
ネクトからファイルサーバにコピーします。

次に、自動内部バックアップファイルをファイルサーバにコピーする方法の例を示し

ます。

UCS-A# connect local-mgmt
UCS-A (local-mgmt) # copy workspace:/backup/bkp.1429690478.tgz
scp://builds@10.190.120.2://home/builds/

ファームウェアインストールの準備

自動インストールを使用して、Cisco UCSドメインを単一のパッケージに含まれているファー
ムウェアバージョンにアップグレードできます。自動インストールでは、3つの独立した段階
でファームウェアをインストールする機能を提供 :インフラストラクチャファームウェアのイ
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ンストール、シャーシファームウェアのインストール、およびサーバファームウェアのイン

ストール。自動インストール中に、IOM、アダプタ、BIOS、CIMCなどの一部のエンドポイン
トのファームウェアが最初に更新されてからアクティブになります。

エンドポイントのファームウェアを更新するには、ファームウェアイメージをエンドポイント

のバックアップパーティションにステージングする必要があります。更新フェーズでは、エン

ドポイントの再起動は不要です。アクティブ化の段階で、バックアップパーティションのファー

ムウェアをエンドポイントのアクティブなファームウェアバージョンとして設定します。アク

ティベーションには、エンドポイントのリブートが必要な場合やリブートが発生する場合があ

ります。したがって、自動インストールプロセスを完了するのにかかる時間には、次のことを

実行するために必要な時間が含まれます。

•すべてのエンドポイントのバックアップパーティションにファームウェアを更新またはス
テージングする

自動インストール完了に費やされる時間の大半は、この処理で

す。

（注）

•すべてのエンドポイント上でファームウェアをアクティブ化します。

•該当するすべてのエンドポイントを再起動します。

CiscoUCSManagerリリース3.2(3)では、インフラストラクチャ、サーバコンポーネント、およ
びS3260シャーシファームウェアを同時にアップデートまたはステージングし、アクティベー
ションプロセスから独立させることができます。ステージングファームウェアにはエンドポ

イントの再起動は含まれないため、この機能を使用すると、メンテナンス期間を待たずにすべ

てのエンドポイントでファームウェアをステージングできます。その結果、自動インストール

プロセスの完了にかかる時間には、ファームウェアをすべてのエンドポイントのバックアップ

パーティションにステージングするのにかかる時間が含まれなくなりました。したがって、メ

ンテナンスに必要な停止時間を大幅に減らすことができます。

自動インストールを実行する前にこの機能を使用してファームウェアをステージングする場合

は、バックアップの更新をスキップしてファームウェアのアクティブ化とエンドポイントの再

起動を続行できます。この機能を使用してエンドポイントにファームウェアをステージングし

ない場合は、自動インストールを引き続き使用してコンポーネントを更新してアクティブ化す

ることができます。エンドポイントのバックアップパーティションにファームウェアをステー

ジングする機能によって、コンポーネントのファームウェアを更新してアクティブ化するため

の自動インストールの従来の機能が変わることはありません。
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インフラストラクチャファームウェアパックのインストールの準備

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameとして /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

組織インフラストラクチャファームウェ

アポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope fw-infra-pack nameステップ 2

インフラストラクチャのバックアップ

ファームウェアモードを開始します。

UCS-A /org/fw-infra-pack # scope
fw-backup-version infra

ステップ 3

指定のファームウェアバージョンをバッ

クアップインフラストラクチャファー

ムウェアバージョンとして設定します。

UCSA/org/fw-infra-pack/fw-backup-version
# set bundle-vers firmware_version

ステップ 4

トランザクションをコミットします。UCS-A
/org/fw-infra-pack/fw-backup-version* #
commit-buffer

ステップ 5

例

この例では、バックアップインフラストラクチャファームウェアバージョンを設定す

る方法を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope fw-infra-pack default
UCS-A /org/fw-infra-pack # scope fw-backup-version infra
UCS-A /org/fw-infra-pack/fw-backup-version # set bundle-vers 4.0(1a)A
UCS-A /org/fw-infra-pack/fw-backup-version* # commit-buffer

シャーシファームウェアパックのインストールの準備

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameとして /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

組織シャーシファームウェアポリシー

モードを開始します。

UCS-A /org # scope fw-chassis-pack nameステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

シャーシのバックアップファームウェ

アモードを開始します。

UCS A/org/fw-chassis-pack # scope
fw-backup-version chassis

ステップ 3

バックアップシャーシファームウェア

バージョンとして指定されたファーム

ウェアバージョンを設定します。

UCS-A
/org/fw-chassis-pack/fw-backup-version #
set bundle-vers firmware_version

ステップ 4

トランザクションをコミットします。UCSA/org/fw-chassis-pack/fw-backup-バー
ジョン * # commit-buffer

ステップ 5

例

この例では、バックアップシャーシファームウェアバージョンを設定する方法を示し

ます。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope fw-chassis-pack default
UCS-A /org/fw-chassis-pack # scope fw-backup-version chassis
UCS-A /org/fw-chassis-pack/fw-backup-version # set bundle-vers 4.0(1a)C
UCS-A /org/fw-chassis-pack/fw-backup-version* # commit-buffer

インストールのブレードのホストファームウェアパックの準備

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameとして /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

組織ホストファームウェアポリシー

モードを開始します。

UCS-A /org # scope fw-host-pack nameステップ 2

ブレードサーバのバックアップファー

ムウェアモードを開始します。

UCS A/org/fw-host-pack # scope
fw-backup-version blade

ステップ 3

ファームウェアバージョンブレード

サーバのバックアップのホストとして指

UCS-A /org/fw-host-pack/fw-backup-version
# set bundle-vers firmware_version

ステップ 4

定されたファームウェアバージョンを設

定します。

トランザクションをコミットします。UCS A/org/fw-host-pack/fw-backup-バー
ジョン * # commit-buffer

ステップ 5
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例

この例では、ブレードサーバのバックアップホストファームウェアバージョンを設

定する方法を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope fw-host-pack default
UCS-A /org/fw-host-pack # scope fw-backup-version blade
UCS-A /org/fw-host-pack/fw-backup-version # set bundle-vers 4.0(1a)B
UCS-A /org/fw-host-pack/fw-backup-version* # commit-buffer

インストールのラックホストファームウェアパックの準備

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameとして /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

組織ホストファームウェアポリシー

モードを開始します。

UCS-A /org # scope fw-host-pack nameステップ 2

ラックマウントサーバのバックアップ

ファームウェアモードを開始します。

UCS A/org/fw-host-pack # scope
fw-backup-version rack

ステップ 3

ラックマウントサーバのバックアップ

のホストファームウェアバージョンと

UCS-A /org/fw-host-pack/fw-backup-version
# set bundle-vers firmware_version

ステップ 4

して指定されたファームウェアバージョ

ンを設定します。

トランザクションをコミットします。UCS A/org/fw-host-pack/fw-backup-バー
ジョン * # commit-buffer

ステップ 5

例

この例では、ラックマウントサーバのバックアップホストファームウェアバージョ

ンを設定する方法を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope fw-host-pack default
UCS-A /org/fw-host-pack # scope fw-backup-version rack
UCS-A /org/fw-host-pack/fw-backup-version # set bundle-vers 4.0(1a)C
UCS-A /org/fw-host-pack/fw-backup-version* # commit-buffer
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インストールインフラストラクチャファームウェア

インストールインフラストラクチャファームウェアでは、Cisco UCS Managerを含む Cisco
UCSドメイン内のすべてのインフラストラクチャコンポーネントと、すべてのファブリック
インターコネクトおよび I/Oモジュールをアップグレードします。すべてのコンポーネント
が、選択したCiscoUCSインフラストラクチャソフトウェアバンドルに含まれるファームウェ
アバージョンにアップグレードされます。

インストールインフラストラクチャファームウェアでは、Cisco UCSドメインドメイン内の
一部のインフラストラクチャコンポーネントだけを対象とする部分アップグレードはサポート

していません。

メンテナンスウィンドウに対応する特定の時刻にインフラストラクチャのアップグレードをス

ケジュールできます。ただし、インフラストラクチャのアップグレードが進行中の場合、別の

インフラストラクチャのアップグレードをスケジュールすることはできません。次のアップグ

レードをスケジューリングするには、現在のアップグレードが完了するまで待つ必要がありま

す。

インフラストラクチャファームウェアアップグレードが今後行われる予定の場合は、キャン

セルできます。ただし、インフラストラクチャファームウェアアップグレードがいったん開

始すると、キャンセルすることはできません。

（注）

インストールサーバファームウェア

インストールサーバファームウェアでは、ホストファームウェアパッケージを使用して、

Cisco UCSドメイン内のすべてのサーバおよびコンポーネントをアップグレードします。サー
ビスプロファイルに選択したホストファームウェアパッケージが含まれているサーバは、次

のように、選択したソフトウェアバンドルのファームウェアバージョンにすべてアップグレー

ドされます。

•シャーシ内のすべてのブレードサーバ用の Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフト
ウェアバンドル。

• Cisco UCSドメインに統合されているすべてのラックマウントサーバ用の Cisco UCS Cシ
リーズラックマウント UCS管理対象サーバソフトウェアバンドル。

Install Server Firmwareウィザードの設定が完了した後で、サーバファームウェアのアップグ
レードプロセスをキャンセルすることはできません。Cisco UCS Managerは、変更を即座に反
映します。ただし、サーバが実際にリブートされるタイミングは、サーバに関連付けられた

サービスプロファイル内のメンテナンスポリシーによって異なります。

（注）
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自動インストールのための必要な手順

CiscoUCSドメインのすべてのコンポーネントを同じパッケージバージョンへアップグレード
する場合は、自動インストールの各ステージを次の順序で実行する必要があります。

1. インストールインフラストラクチャファームウェア

2. インストールサーバファームウェア

この順序で実行すると、サーバのファームウェアアップグレードをインフラストラクチャの

ファームウェアアップグレードとは異なるメンテナンスウィンドウにスケジュールすること

ができます。

自動インストールによるインフラストラクチャファームウェアのアッ

プグレードの推奨プロセス

シスコでは、自動インストールによるインフラストラクチャファームウェアのアップグレード

について、次のプロセスを推奨します。

1. ソフトウェアをステージングし、アップグレードを準備します。

1. すべてのコンフィギュレーションファイルと完全な状態のバックアップファイルを作
成します。すべてのコンフィギュレーションバックアップファイルの作成とFull State
バックアップポリシーの構成では詳細情報を提供します。

2. ファームウェアパッケージをダウンロードします。離れた場所からのファブリックイ
ンターコネクトへのファームウェアイメージのダウンロード（6ページ）は詳細な
情報を提供します。

3. Cisco UCSManagerリリース 3.2(3)または以降のリリースを使用している場合は、イン
フラストラクチャのファームウェアをステージングします。インフラストラクチャ

ファームウェアパックのインストールの準備（17ページ）は、インフラストラクチャ
ファームウェアのステージングに関する詳細情報を提供します。

この手順はオプションですが、これもお勧めします。（注）

4. Smart Call Homeを無効にします。Smart Call Homeの無効化には、Smart Call Homeの
無効化に関する詳細情報が掲載されています。

2. ファブリックアップグレードを準備します。

1. Cisco UCS Managerの障害を確認し、サービスに影響を及ぼす障害を解決します。

2. 高可用性ステータスを確認し、セカンダリファブリックインターコネクトを特定しま
す。クラスタ設定の高可用性ステータスとロールの確認は詳細情報を提供します。
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3. デフォルトメンテナンスポリシーを設定します。デフォルトメンテナンスポリシー
の設定には、メンテナンスポリシーに関する詳細情報と、デフォルトのメンテナンス

ポリシーを [User-Ack]に設定する方法が掲載されています。

4. VLANと FCOE IDが重複していないことを確認します。

5. 管理インターフェイスを無効にします。管理インターフェイスの無効化には、セカン
ダリファブリックインターコネクトの管理インターフェイスの無効化に関する詳細情

報が掲載されています。

6. すべてのパスが機能していることを確認します。データパスの準備が整っていること
の確認詳細な情報を提供します。

3. 自動インストールによるインフラストラクチャファームウェアのアップグレード（22ペー
ジ）

4. クラスタの高可用性ステータスを確認します。

5. すべてのパスが動作していることを確認します。

6. 新しい障害を確認します。ファブリックインターコネクトのアップグレード中に生成され
る障害の表示には、障害の確認に関する詳細が掲載されています。

7. プライマリファブリックのアクティブ化を確認します。プライマリファブリックインター
コネクトのリブートの確認（27ページ）は詳細情報を提供します。

8. 新しい障害を確認します。

自動インストールによるインフラストラクチャファームウェアのアッ

プグレード

Cisco UCS Manager CLIのリリースが 2.1(1)よりも古い場合、auto-installは使用できません。

ドメイン内の Cisco UCSManagerが Cisco UCSManager 2.1(1)より前のリリースである場合は、
自動インストールを使用して、Cisco UCSドメイン内のインフラストラクチャまたはサーバを
アップグレードすることはできません。ただし、Cisco UCS Managerを Release 2.1(1)以降に
アップグレードすると、自動インストールを使用して、ファームウェアレベルの最低要件を満

たしているCiscoUCSドメイン内の他のコンポーネントをアップグレードできます。詳細につ
いては、自動インストールによるアップグレードに関する注意事項とガイドラインおよび該当

する『Cisco UCS upgrade guide』を参照してください。

（注）

Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)から、自動インストールを使用して Cisco UCS Managerお
よび両方のファブリックインターコネクトにサービスパックをインストールできます。基本

のインフラストラクチャパックにサービスパックを適用することはできますが、個別にサー

ビスパックをインストールすることはできません。
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インフラストラクチャパックをアップグレードせずに、互換性のあるサービスパックを自動

インストール経由でインストールできます。これにより、両方のファブリックインターコネ

クトでサービスパックのインストールがトリガーされます。特定のサービスパックをインス

トールするには、ファブリックインターコネクトを再ロードする必要があります。

サービスパックを使用するインフラストラクチャファームウェアの自動インストールは、す

べてのインフラストラクチャコンポーネントが Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)以降のリ
リースである場合にのみサポートされます。

始める前に

•にリストされているすべての前提条件を満たす必要があります。ファームウェアのアップ
グレードとダウングレードの前提条件

• Cisco UCS Managerリリース 3.2(3)または以降のリリースを使用している場合は、インフ
ラストラクチャのファームウェアをステージングします。インフラストラクチャファーム

ウェアパックのインストールの準備（17ページ）は、インフラストラクチャファーム
ウェアのステージングに関する詳細情報を提供します。

この手順はオプションですが、これもお勧めします。（注）

Cisco UCSドメインで NTPサーバを使用して時刻を設定しない場合、プライマリファブリッ
クインターコネクトとセカンダリファブリックインターコネクトのクロックを必ず同期させ

てください。Cisco UCS Managerで NTPサーバを設定するか、時間を手動で同期することに
よってこれを行うことができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファームウェアモードを開始します。UCS-A# scope firmwareステップ 1

インフラストラクチャファームウェア

のアップグレードの自動インストール

モードを開始します。

UCS-A /firmware # scope auto-installステップ 2

インフラストラクチャファームウェア

およびサービスパックバンドルを更新

してアクティブ化します。

UCSA/firmware/auto-install # install infra
infra-vers infrastructure-bundle-version
servicepack-vers
servicepack-bundle-version[ starttime mon

ステップ 3

即座にアップグレードを開始したくない

場合は、starttimeを使用してインフラ
dd yyyy hh min sec[force] [evacuate]
[skipvalidation]

ストラクチャファームウェアのアップ

グレードをスケジュールする必要があり

ます。starttimeを使用する場合は、アッ
プグレードをいつスケジュールするかを
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目的コマンドまたはアクション

指定するために、次の情報を入力してく

ださい。

• mon：janや febなど目的の月の名前
の最初の 3文字。

• dd：月の目的の日（1～ 31）。

• yyyy：2012などの目的の年（西
暦）。

• hh：アップグレードを開始する時刻
の時（0～ 23）。

• min：アップグレードを開始する時
刻の分（0～ 60）。

• sec：アップグレードを開始する時
刻の秒（0～ 60）。

互換性のない可能性や、現在実行中のタ

スクに関係なく、ファームウェアをアク

ティブにするには、forceキーワードを
使用します。

アップグレードを続行する

前に、表示されたチェック

リストを見直して、すべて

の要件が満たされているこ

とを確認します。

ブートフラッシュに十分な

空き領域がない場合、警告

が表示され、アップグレー

ドプロセスは停止します。

注意

evacuateキーワードを使用して、自動イ
ンストールを経由してアップグレード

されている各ファブリックインターコ

ネクト上でファブリックエバキュエー

ションを有効にします。両方のファブ

リックインターコネクトが待避させら

れますが、同時ではありません。
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目的コマンドまたはアクション

自動インストールの間に、

ファブリックエバキュエー

ションを有効にし、ファブ

リックエバキュエーション

が自動インストールの前に

いずれかのファブリックイ

ンターコネクトで手動で有

効にされていた場合、ファ

ブリックエバキュエーショ

ンは自動インストールが完

了した後で無効になりま

す。

（注）

既存の基本インフラストラクチャパッ

ク上のサービスパックバンドルを更新

してアクティブ化します。

（任意） UCS-A /firmware/auto-install #
install infra servicepack-vers
servicepack-bundle-version [force]

ステップ 4

例

次に、Cisco UCSインフラストラクチャソフトウェアバンドルでインフラストラク
チャをファームウェアにアップグレードする例を示します。

UCS-A# scope firmware
UCS-A /firmware # scope auto-install
UCS-A /firmware/auto-install # install infra infra-vers 4.0(1a)A
This operation upgrades firmware on UCS Infrastructure Components
(UCS manager, Fabric Interconnects and IOMs).
Here is the checklist of things that are recommended before starting Auto-Install
(1) Review current critical/major faults
(2) Initiate a configuration backup
(3) Check if Management Interface Monitoring Policy is enabled
(4) Check if there is a pending Fabric Interconnect Reboot activitiy
(5) Ensure NTP is configured
(6) Check if any hardware (fabric interconnects, io-modules, servers or adapters) is
unsupported in the target release
Do you want to proceed? (yes/no): yes

Triggering Install-Infra with:
Infrastructure Pack Version: 4.0(1a)A

UCS-A /firmware/auto-install #

次に、evacuateオプションが有効になっている Cisco UCSインフラストラクチャソフ
トウェアバンドルでインフラストラクチャをファームウェアにアップグレードする例

を示します。

UCS-A# scope firmware
UCS-A /firmware # scope auto-install
UCS-A /firmware/auto-install # install infra infra-vers 4.0(1a)A evacuate
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This operation upgrades firmware on UCS Infrastructure Components
(UCS manager, Fabric Interconnects and IOMs).
Here is the checklist of things that are recommended before starting Auto-Install
(1) Review current critical/major faults
(2) Initiate a configuration backup
(3) Check if Management Interface Monitoring Policy is enabled
(4) Check if there is a pending Fabric Interconnect Reboot activitiy
(5) Ensure NTP is configured
(6) Check if any hardware (fabric interconnects, io-modules, servers or adapters) is
unsupported in the target release
Do you want to proceed? (yes/no): yes

Evacuate option: true
Warning: Please note that if fabric evacuation was configured ON manually on any of the
FIs, it will be turned OFF in the process of Auto Install.

Triggering Install-Infra with:
Infrastructure Pack Version: 4.0(1a)A

UCS-A /firmware/auto-install #

次に、インフラストラクチャをサービスパックのバージョンにアップグレードする例

を示します。

UCS-A# scope firmware
UCS-A /firmware # scope auto-install
UCS-A /firmware/auto-install # install infra infra-vers 4.0(1a)A servicepack-vers 4.0(1)SP1
force
This operation upgrades firmware on UCS Infrastructure Components
(UCS manager, Fabric Interconnects and IOMs).
Here is the checklist of things that are recommended before starting Auto-Install
(1) Review current critical/major faults
(2) Initiate a configuration backup
(3) Check if Management Interface Monitoring Policy is enabled
(4) Check if there is a pending Fabric Interconnect Reboot activitiy
(5) Ensure NTP is configured
(6) Check if any hardware (fabric interconnects, io-modules, servers or adapters) is
unsupported in the target release
Do you want to proceed? (yes/no):

次のタスク

プライマリファブリックインターコネクトのリブートを承認します。リブートを承認しない

場合、Cisco UCS Managerはインフラストラクチャのアップグレードを完了できず、アップグ
レードは無期限に保留になります。

特定のサービスパックをインストールするには、ファブリックインターコネクトを再ロード

する必要があります。このようなシナリオでは、サービスパックのインストールを完了させる

ためにプライマリファブリックインターコネクトの再起動を確認する必要があります。

Cisco UCS Managerによるファームウェアの管理
26

Cisco UCS Managerによるファームウェアの管理

自動インストールによるインフラストラクチャファームウェアのアップグレード



プライマリファブリックインターコネクトのリブートの確認

始める前に

アップグレード時の中断を最小限に抑えるには、次のことを確認する必要があります。

•ファブリックインターコネクトのリブートを確認する前に、ファブリックインターコネ
クトに接続されているすべての IOMが稼動状態であることを確認します。すべての IOM
が稼動状態ではない場合、ファブリックインターコネクトに接続されているすべてのサー

バがただちに再検出され、大規模な中断が発生します。

•ファブリックインターコネクトとサービスプロファイルの両方がフェールオーバー用に
設定されていることを確認します。

•プライマリファブリックインターコネクトのリブートを確認する前に、セカンダリファ
ブリックインターコネクトからデータパスが正常に復元されていることを確認します。

詳細については、データパスの準備が整っていることの確認を参照してください。

インフラストラクチャファームウェアをアップグレードした後、インストールインフラスト

ラクチャファームウェアは自動的にクラスタ設定内のセカンダリファブリックインターコネ

クトをリブートします。ただし、プライマリファブリックインターコネクトのリブートは、

ユーザが承認する必要があります。リブートを承認しなかった場合、インストールインフラス

トラクチャファームウェアはアップグレードを完了するのではなく、その承認を無期限に待

ちます。

注意

手順

目的コマンドまたはアクション

ファームウェアモードを開始します。UCS-A# scope firmwareステップ 1

インフラストラクチャファームウェア

のアップグレードの自動インストール

モードを開始します。

UCS-A /firmware # scope auto-installステップ 2

プライマリファブリックインターコネ

クトの保留中のリブートを確認します。

UCS-A /firmware/auto-install #
acknowledge primary fabric-interconnect
reboot

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /firmware/auto-install #
commit-buffer

ステップ 4

Cisco UCS Managerによって、即座にプ
ライマリファブリックインターコネク

トがリブートされます。トランザクショ

ンをコミットした後でこのリブートを停

止することはできません。
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例

次に、プライマリファブリックインターコネクトのリブートを確認し、トランザク

ションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope firmware
UCS-A /firmware # scope auto-install
UCS-A /firmware/auto-install # acknowledge primary fabric-interconnect reboot
UCS-A /firmware/auto-install* # commit-buffer
UCS-A /firmware/auto-install #

インフラストラクチャファームウェアのアップグレードのキャンセル

インフラストラクチャファームウェアアップグレードが今後行われる予定の場合は、キャン

セルできます。ただし、インフラストラクチャファームウェアアップグレードがいったん開

始すると、キャンセルすることはできません。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

ファームウェアモードを開始します。UCS-A# scope firmwareステップ 1

インフラストラクチャファームウェア

のアップグレードの自動インストール

モードを開始します。

UCS-A /firmware # scope auto-installステップ 2

スケジュールされたインフラストラク

チャファームウェアのアップグレード

をキャンセルします。

UCS-A /firmware/auto-install # cancel
install infra

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /firmware/auto-install #
commit-buffer

ステップ 4

例

次に、スケジュールされたインフラストラクチャファームウェアのアップグレードを

キャンセルし、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope firmware
UCS-A /firmware # scope auto-install
UCS-A /firmware/auto-install # cancel install infra
UCS-A /firmware/auto-install* # commit-buffer
UCS-A /firmware/auto-install #
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デフォルトのインフラストラクチャパックおよびサービスパックの

スタートアップバージョンのクリア

Cisco UCSManager、ファブリックインターコネクト、および IOMを直接アップグレードまた
はアクティブ化する前に、デフォルトのインフラストラクチャパックおよびサービスパック

のスタートアップバージョンをクリアする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameとして /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

組織インフラストラクチャファームウェ

アポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope fw-infra-pack nameステップ 2

デフォルトのインフラストラクチャパッ

クおよびサービスパックのスタートアッ

プバージョンをクリアします。

UCS-A /org/fw-infra-pack # set
infra-bundle-version ""

ステップ 3

サービスパックのスタートアップバー

ジョンをクリアします。

（任意） UCS-A /org/fw-infra-pack # set
servicepack-vers ""

ステップ 4

トランザクションをコミットします。UCS-A /org/fw-infra-pack* # commit-bufferステップ 5

例

次の例では、デフォルトインフラストラクチャパックのスタートアップバージョン

をクリアする方法を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope fw-infra-pack default
UCS-A /org/fw-infra-pack # set infra-bundle-version ""
UCS-A /org/fw-infra-pack* # commit-buffer
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インフラストラクチャファームウェアのアップグレード中の FSMス
テータスの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

ファームウェアモードを開始します。UCS-A# scope firmwareステップ 1

インフラストラクチャファームウェア

のアップグレードの自動インストール

モードを開始します。

UCS-A /firmware # scope auto-installステップ 2

FSMのステータスを表示します。UCS-A /firmware/auto-install # show fsm
status expand

ステップ 3

例

次に、FSMのステータスを表示する例を示します。
UCS-A /firmware/auto-install # show fsm status expand

FSM Status:

Affected Object: sys/fw-system/fsm
Current FSM: Deploy
Status: Success
Completion Time: 2017-02-03T18:02:13.699
Progress (%): 100

FSM Stage:

Order Stage Name Status Try
------ ---------------------------------------- ------------ ---
1 DeployWaitForDeploy Success 0
2 DeployResolveDistributableNames Skip 0
3 DeployResolveDistributable Skip 0
4 DeployResolveImages Skip 0
5 DeployDownloadImages Skip 0
6 DeployCopyAllImagesToPeer Skip 0
7 DeployInternalBackup Skip 0
8 DeployPollInternalBackup Success 0
9 DeployActivateUCSM Skip 0
10 DeployPollActivateOfUCSM Success 0
11 DeployUpdateIOM Success 0
12 DeployPollUpdateOfIOM Success 0
13 DeployActivateIOM Success 0
14 DeployPollActivateOfIOM Success 0
15 DeployFabEvacOnRemoteFI Skip 0
16 DeployPollFabEvacOnRemoteFI Skip 0
17 DeployActivateRemoteFI Success 0
18 DeployPollActivateOfRemoteFI Success 0
19 DeployFabEvacOffRemoteFI Skip 0
20 DeployPollFabEvacOffRemoteFI Skip 0
21 DeployWaitForUserAck Skip 0
22 DeployPollWaitForUserAck Success 0
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23 DeployFailOverToRemoteFI Skip 0
24 DeployPollFailOverToRemoteFI Skip 0
25 DeployActivateLocalFI Success 0
26 DeployPollActivateOfLocalFI Success 0
27 DeployActivateUCSMServicePack Skip 0
28 DeployPollActivateOfUCSMServicePack Success 0

サービスプロファイルのファームウェアパッケージによ

るファームウェアアップグレード
サービスプロファイル内のファームウェアパッケージを使用して、サーバのBIOSなど、サー
バおよびアダプタのファームウェアをアップグレードできます。ホストファームウェアポリ

シーを定義して、これをサーバに関連付けられているサービスプロファイルにインクルードし

ます。

サービスプロファイルによって、I/Oモジュール、ファブリックインターコネクト、または
Cisco UCS Managerのファームウェアをアップグレードすることはできません。それらのエン
ドポイントのファームウェアは直接アップグレードする必要があります。

ホストファームウェアパッケージ

このポリシーでは、ホストファームウェアパッケージ（ホストファームウェアパック）を構

成するファームウェアバージョンのセットを指定することができます。ホストファームウェ

アパッケージには、次のサーバおよびアダプタエンドポイントのファームウェアが含まれて

います。

•アダプタ

• BIOS

• CIMC

ラックマウントサーバでは、ホストファームウェアパックから

CIMCを除外し、ボードコントローラをアップグレードまたはダ
ウングレードすると、アップグレードまたはダウングレードが失

敗する可能性があります。これは、CIMCファームウェアのバー
ジョンとボードコントローラファームウェアのバージョンに互

換性がない可能性があるためです。

Note

•ボードコントローラ

• Flex Flashコントローラ

• GPU

• FCアダプタ
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• HBA Option ROM

•ホスト NIC

•ホスト NICオプション ROM

•ローカルディスク

ローカルディスクは、デフォルトでホストファームウェアパッ

クから除外されます。

Cisco UCS Managerリリース 3.1(1)で、ローカルディスクファー
ムウェアを更新するには、ホストファームウェアパッケージに

ブレードパッケージを必ず含めます。ブレードパッケージには、

ブレードサーバとラックサーバのローカルディスクファーム

ウェアが含まれています。Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)か
ら、ローカルディスクおよびその他の共通エンドポイント用の

ファームウェアは、ブレードパッケージとラックパッケージの

両方で入手できます。

Note

• PSU

• SASエクスパンダ

•ストレージコントローラ

•ストレージコントローラのオンボードデバイス

•ストレージコントローラのオンボードデバイス Cpld

•ストレージデバイスのブリッジ

同じホストファームウェアパッケージに複数のファームウェアを含めることができます。た

とえば、1つのホストファームウェアパッケージで BIOSファームウェアとストレージコン
トローラファームウェアの両方を使用したり、異なる 2つのアダプタのモデル用のアダプタ
ファームウェアを使用することができます。ただし、同じ種類、ベンダー、モデル番号に対し

ては1つのファームウェアバージョンしか使用できません。システムはエンドポイントで必要
なファームウェアバージョンを認識し、それ以外のファームウェアバージョンは無視します。

Tip

また、新しいホストファームウェアパッケージを作成するとき、または既存のホストファー

ムウェアパッケージを変更するときに、ホストファームウェアパッケージから特定のコンポー

ネントのファームウェアを除外できます。たとえば、ホストファームウェアパッケージによっ

てBIOSファームウェアをアップグレードしない場合は、ファームウェアパッケージコンポー
ネントのリストから BIOSファームウェアを除外できます。
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各ホストファームウェアパッケージは、すべてのファームウェアパッケージ（ブレードおよ

びラック）に共通の除外されたコンポーネントの1つのリストに関連付けられます。ファーム
ウェアパッケージタイプごとに別の除外リストを設定するには、別のホストファームウェア

パッケージを使用します。

Important

ファームウェアパッケージは、このポリシーが含まれるサービスプロファイルに関連付けら

れたすべてのサーバにプッシュされます。

このポリシーにより、同じポリシーを使用しているサービスプロファイルが関連付けられてい

るすべてのサーバでホストファームウェアが同一となります。したがって、サービスプロファ

イルをあるサーバから別のサーバに移動した場合でも、ファームウェアバージョンはそのまま

変わりません。さらに、ファームウェアパッケージのエンドポイントのファームウェアバー

ジョンを変更した場合、その影響を受けるサービスプロファイルすべてに新しいバージョンが

即座に適用されます。これによりサーバのリブートが発生する可能性があります。

このポリシーはサービスプロファイルにインクルードする必要があります。また、このサービ

スプロファイルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

このポリシーは他のどのポリシーにも依存していません。しかし、ファブリックインターコネ

クトに適切なファームウェアがダウンロードされていることを確認する必要があります。Cisco
UCSManagerによりサーバとサービスプロファイルのアソシエーションが実行される際にファー
ムウェアイメージが使用できない場合、Cisco UCS Managerはファームウェアのアップグレー
ドを無視し、アソシエーションを終了します。

サービスプロファイルのファームウェアパッケージを使用したファー

ムウェアのアップグレードのステージ

サービスプロファイルのホストファームウェアパッケージポリシーを使用して、サーバおよ

びアダプタファームウェアをアップグレードすることができます。

メンテナンスウィンドウを設定およびスケジュールしている場合を除き、エンドポイントを追

加するか既存のエンドポイントのファームウェアバージョンを変更してホストファームウェ

アパッケージを変更した場合は、変更を保存するとすぐにCisco UCSManagerによって、エン
ドポイントがアップグレードされます。そのファームウェアパッケージに関連付けられている

すべてのサーバがリブートされるため、サーバ間のデータトラフィックが中断します。

Caution

新しいサービスプロファイル

新しいサービスプロファイルの場合、このアップグレードは次のステージで行われます。

ファームウェアパッケージポリシーの作成

このステージでは、ホストファームウェアパッケージを作成します。
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サービスプロファイルのアソシエーション

このステージで、サービスプロファイルにファームウェアパッケージを含め、サービス

プロファイルとサーバとの関連付けを形成します。システムによって、選択したファーム

ウェアバージョンがエンドポイントにプッシュされます。サーバをリブートし、ファーム

ウェアパッケージで指定したバージョンがエンドポイントで確実に実行されるようにしま

す。

既存のサービスプロファイル

サーバと関連付けられているサービスプロファイルの場合は、メンテナンス期間を設定および

スケジュールしている場合を除いて、ファームウェアパッケージへの変更を保存するとすぐに

Cisco UCS Managerによってファームウェアがアップグレードされ、サーバがリブートされま
す。メンテナンスウィンドウを設定およびスケジュールしている場合は、Cisco UCS Manager
によってその時間までアップグレードとサーバのリブートが延期されます。

サービスプロファイルのファームウェアパッケージに対するアップ

デートの影響

サービスプロファイルのファームウェアパッケージを使用してファームウェアをアップデー

トするには、パッケージ内のファームウェアをアップデートする必要があります。ファーム

ウェアパッケージへの変更を保存した後の動作は、CiscoUCSドメインの設定によって異なり
ます。

次の表に、サービスプロファイルのファームウェアパッケージを使用するサーバのアップグ

レードに対する最も一般的なオプションを示します。
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アップグレード処理メンテナンスポリ

シー

サービスプロファイル

ファームウェアパッケージのアップデート

後に、次のいずれかを実行します。

•一部のサーバまたはすべてのサーバを
同時にリブートおよびアップグレード

するには、サーバに関連付けられてい

る 1つ以上のサービスプロファイルま
たはアップデート中のサービスプロファ

イルテンプレートにファームウェア

パッケージを追加します。

•一度に 1台のサーバをリブートおよび
アップグレードするには、各サーバに

対して次の手順を実行します。

1. 新しいサービスプロファイルを作
成し、そのサービスプロファイル

にファームウェアパッケージを含

めます。

2. サービスプロファイルからサーバ
の関連付けを解除します。

3. サーバを新規サービスプロファイ
ルと関連付けます。

4. サーバがリブートされ、ファーム
ウェアがアップグレードされた後

に、新規サービスプロファイルか

らサーバの関連付けを解除し、この

サーバを元のサービスプロファイ

ルに関連付けます。

元のサービスプロファイルにス

クラブポリシーが含まれている

場合は、サービスプロファイル

の関連付けを解除すると、ディ

スクまたは BIOSが新規サービ
スプロファイルに関連してスク

ラビング処理されるときにデー

タが失われることがあります。

注意

メンテナンスポリ

シーなし

ファームウェアパッケージ

がサービスプロファイルま

たはアップデート中のサー

ビスプロファイルテンプ

レートに含まれていない。

または

既存のサービスプロファイ

ルまたはアップデート中の

サービスプロファイルテ

ンプレートを変更せずに

ファームウェアをアップグ

レードする。
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アップグレード処理メンテナンスポリ

シー

サービスプロファイル

ファームウェアパッケージをアップデート

すると、次のようになります。

1. ファームウェアパッケージの変更は、
保存と同時に有効になります。

2. Cisco UCSによって、このポリシーをイ
ンクルードしているサービスプロファ

イルに関連付けられているすべてのサー

バに照らして、モデル番号とベンダーが

検証されます。モデル番号とベンダーが

ポリシーのファームウェアバージョン

と一致する場合は、Cisco UCSにより
サーバがリブートされ、ファームウェア

がアップデートされます。

ファームウェアパッケージを含むサービス

プロファイルに関連付けられているすべて

のサーバが同時にリブートされます。

メンテナンスポリ

シーなし

または

即時アップデート用

に設定されたメンテ

ナンスポリシー。

ファームウェアパッケージ

が1つ以上のサービスプロ
ファイルに含まれており、

このサービスプロファイル

が 1つ以上のサーバに関連
付けられている。

または

ファームウェアパッケージ

がアップデート中のサービ

スプロファイルテンプレー

トに含まれており、このテ

ンプレートから作成された

サービスプロファイルが 1
つ以上のサーバに関連付け

られている。

Cisco UCS Managerによるファームウェアの管理
36

Cisco UCS Managerによるファームウェアの管理

サービスプロファイルのファームウェアパッケージに対するアップデートの影響



アップグレード処理メンテナンスポリ

シー

サービスプロファイル

ファームウェアパッケージをアップデート

すると、次のようになります。

1. Cisco UCSによって、変更を確認するよ
うに要求され、ユーザ確認応答済みの

サーバのリブートが必要であることが通

知されます。

2. 点滅している [Pending Activities]ボタン
をクリックし、リブートして新規ファー

ムウェアを適用するサーバを選択しま

す。

3. Cisco UCSによって、このポリシーをイ
ンクルードしているサービスプロファ

イルに関連付けられているすべてのサー

バに照らして、モデル番号とベンダーが

検証されます。モデル番号とベンダーが

ポリシーのファームウェアバージョン

と一致する場合は、Cisco UCSにより
サーバがリブートされ、ファームウェア

がアップデートされます。

サーバを手動でリブートしても、Cisco UCS
によってファームウェアパッケージが適用

されたり、保留中のアクティビティがキャ

ンセルされることはありません。[Pending
Activities]ボタンを使用して、保留中のアク
ティビティを確認応答するか、またはキャ

ンセルする必要があります。

ユーザ確認応答に関

して設定済み

ファームウェアパッケージ

が1つ以上のサービスプロ
ファイルに含まれており、

このサービスプロファイル

が 1つ以上のサーバに関連
付けられている。

または

ファームウェアパッケージ

がアップデート中のサービ

スプロファイルテンプレー

トに含まれており、このテ

ンプレートから作成された

サービスプロファイルが 1
つ以上のサーバに関連付け

られている。
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アップグレード処理メンテナンスポリ

シー

サービスプロファイル

ファームウェアパッケージをアップデート

すると、次のようになります。

1. Cisco UCSによって、変更を確認するよ
うに要求され、ユーザ確認応答済みの

サーバのリブートが必要であることが通

知されます。

2. リブートして新しいファームウェアを適
用するには、次のいずれかの手順を実行

します。

•点滅している [Pending Activities]ボ
タンをクリックし、リブートして新

規ファームウェアを適用するサーバ

を選択します。

•手動でサーバをリブートします。

3. Cisco UCSによって、このポリシーをイ
ンクルードしているサービスプロファ

イルに関連付けられているすべてのサー

バに照らして、モデル番号とベンダーが

検証されます。モデル番号とベンダーが

ポリシーのファームウェアバージョン

と一致する場合は、Cisco UCSにより
サーバがリブートされ、ファームウェア

がアップデートされます。

サーバを手動でリブートすると、Cisco UCS
によってファームウェアパッケージが適用

されます。これは、[On Next Boot]オプショ
ンによって有効になります。

[On Next Boot]オプ
ションでユーザ確認

応答に関して設定済

み

ファームウェアパッケージ

が1つ以上のサービスプロ
ファイルに含まれており、

このサービスプロファイル

が 1つ以上のサーバに関連
付けられている。

または

ファームウェアパッケージ

がアップデート中のサービ

スプロファイルテンプレー

トに含まれており、このテ

ンプレートから作成された

サービスプロファイルが 1
つ以上のサーバに関連付け

られている。
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アップグレード処理メンテナンスポリ

シー

サービスプロファイル

ファームウェアパッケージをアップデート

すると、次のようになります。

1. Cisco UCSによって、変更を確認するよ
うに要求され、ユーザ確認応答済みの

サーバのリブートが必要であることが通

知されます。

2. 点滅している [Pending Activities]ボタン
をクリックし、リブートして新規ファー

ムウェアを適用するサーバを選択しま

す。

3. Cisco UCSによって、このポリシーをイ
ンクルードしているサービスプロファ

イルに関連付けられているすべてのサー

バに照らして、モデル番号とベンダーが

検証されます。モデル番号とベンダーが

ポリシーのファームウェアバージョン

と一致する場合は、Cisco UCSにより
サーバがリブートされ、ファームウェア

がアップデートされます。

サーバを手動でリブートしても、Cisco UCS
によってファームウェアパッケージが適用

されたり、スケジュールされたメンテナン

スアクティビティがキャンセルされること

はありません。

特定のメンテナンス

ウィンドウ時に有効

になる変更に関して

設定済み。

ファームウェアパッケージ

が1つ以上のサービスプロ
ファイルに含まれており、

このサービスプロファイル

が 1つ以上のサーバに関連
付けられている。

または

ファームウェアパッケージ

がアップデート中のサービ

スプロファイルテンプレー

トに含まれており、このテ

ンプレートから作成された

サービスプロファイルが 1
つ以上のサーバに関連付け

られている。

ホストファームウェアパッケージの作成または更新

メンテナンスポリシーを含まない 1つ以上のサービスプロファイルにポリシーが含まれてい
る場合、Cisco UCS Managerはサーバーとアダプタのファームウェアを新しいバージョンで更
新してアクティブ化します。メンテナンスウィンドウを設定し、スケジュールしていない限

り、ユーザーがホストファームウェアパッケージポリシーを保存すると、Cisco UCSManager
はすぐにサーバーを再起動します。
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同じホストファームウェアパッケージに複数のファームウェアを含めることができます。た

とえば、1つのホストファームウェアパッケージで BIOSファームウェアとストレージコン
トローラファームウェアの両方を使用したり、異なる 2つのアダプタのモデル用のアダプタ
ファームウェアを使用することができます。ただし、同じ種類、ベンダー、モデル番号に対し

ては1つのファームウェアバージョンしか使用できません。システムはエンドポイントで必要
なファームウェアバージョンを認識し、それ以外のファームウェアバージョンは無視します。

Tip

また、新しいホストファームウェアパッケージを作成するとき、または既存のホストファー

ムウェアパッケージを変更するときに、ホストファームウェアパッケージから特定のコンポー

ネントのファームウェアを除外できます。

各ホストファームウェアパッケージは、すべてのファームウェアパッケージ（ブレードおよ

びラック）に共通の除外されたコンポーネントの1つのリストに関連付けられます。ファーム
ウェアパッケージタイプごとに別の除外リストを設定するには、別のホストファームウェア

パッケージを使用します。

Important

Before you begin

ファブリックインターコネクトに適切なファームウェアがダウンロードされていることを確認

します。

Procedure

PurposeCommand or Action

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、[org-name] に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

ホストファームウェアパッケージを選

択したパッケージ名で作成し、組織

UCS A org/ # create fw-host-packパッ
ク名

ステップ 2

ファームウェアホストパッケージモー

ドを開始します。

ホストファームウェアパッケージの説

明を記入します。

(Optional) UCS-A /org/fw-host-pack # set
descr description

ステップ 3

説明にスペース、特殊文

字、または句読点が含まれ

ている場合、説明を引用符

で括る必要があります。引

用符は、 show コマンド出
力の説明フィールドには表

示されません。

Note
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PurposeCommand or Action

ホストファームウェアパッケージの

パッケージイメージを作成し、組織

UCS-A org/fw-host-pack # create
pack-image "hw-vendor-name" "hwモデ

ル" {adapter |board-controller | cimc |

ステップ 4

ファームウェアホストパッケージイ
graphics-card |host-hba メージモードを開始します。
|host-hba-optionrom |host-nic |local-disk hw-vendor-name は、ベンダーのフル
|raid-controller |server-bios}}
"version-num" ネームと一致する必要があり、引用符

で始まって引用符で終わる必要があり

ます。 hw-vendor-name および
hw-model 値は、 show image detail コ
マンド入力時にパッケージイメージの

判別を容易にするラベルです。

version-num値は、パッケージのイメー
ジに使用されているファームウェアの

バージョン番号を指定します。

モデルとモデル番号（PID）は、この
ファームウェアパッケージに関連付け

られているサーバに一致する必要があ

ります。誤ったモデルまたはモデル番

号を選択すると、CiscoUCSManagerは
ファームウェアアップデートをインス

トールできません。

ホストファームウェアパッケージから

指定されたコンポーネントを除外しま

す。

UCS-A org/fw-host-pack # create
exclude-server-component {adapter
|board-controller |cimc
|flexflash-controller |graphics-card

ステップ 5

デフォルトでは、すべての

コンポーネントがホスト

ファームウェアパッケージ

に含まれています。

Note|host-hba |host-hba-optionrom |host-nic
|host-nic-optionrom |local-disk |psu
|raid-controller |sas-expander |server-bios
|unspecified}

ホストファームウェアパッケージから

指定されたコンポーネントを含めま

す。

Required: UCS-A org/fw-host-pack # delete
exclude-server-component {adapter
|board-controller |cimc
|flexflash-controller |graphics-card

ステップ 6

|host-hba |host-hba-optionrom |host-nic
|host-nic-optionrom |local-disk |psu
|raid-controller |sas-expander |server-bios
|unspecified}

Bシリーズサーバパッケージイメー
ジのバージョン番号を指定します。こ

(Optional) UCS-A
org/fw-host-pack/pack-image # set
blade-vers blade-version-num

ステップ 7

の番号を変更すると、サービスプロ

ファイル経由でファームウェアを使用

して、すべての Bシリーズサーバコ
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PurposeCommand or Action

ンポーネントのファームウェア更新が

実行されます。このステップは、ホス

トファームウェアパッケージ更新時に

のみ使用し、作成時には使用しませ

ん。

ホストファームウェアパッケージには

複数のパッケージイメージを含めるこ

とができます。その他のコンポーネン

トについて、追加パッケージイメージ

を作成するには、手順 4と 5を繰り返
します。

Cシリーズサーバパッケージイメー
ジのバージョン番号を指定します。こ

(Optional) UCS-A
org/fw-host-pack/pack-image # set
rack-vers rack-version-num

ステップ 8

の番号を変更すると、サービスプロ

ファイル経由でファームウェアを使用

して、すべての Cシリーズサーバコ
ンポーネントのファームウェア更新が

実行されます。このステップは、ホス

トファームウェアパッケージ更新時に

のみ使用し、作成時には使用しませ

ん。

ホストファームウェアパッケージには

複数のパッケージイメージを含めるこ

とができます。その他のコンポーネン

トについて、追加パッケージイメージ

を作成するには、手順 4と 5を繰り返
します。

サービスパックバージョン番号を指定

します。基本のサーバパックを選択せ

(Optional) UCS-A
org/fw-host-pack/pack-image # set
servicepack-vers servicepack-version-num

ステップ 9

ずに直接サービスパックにアップグ

レードすることはできません。

ホストファームウェアパッケージから

サービスパックを削除するには、使用

"" サービスパックバージョン番号と
して。

サービスパックからのイメージは、ブ

レードパッケージまたはラックパッ

ケージからのイメージよりも優先され

ます。
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PurposeCommand or Action

トランザクションをコミットします。UCS-A org/fw-host-pack/pack-image #
commit-buffer

ステップ 10

CiscoUCSManagerによって、このポリ
シーをインクルードしているサービス

プロファイルに関連付けられているす

べてのサーバに照らして、モデル番号

とベンダーが検証されます。モデル番

号とベンダーがポリシー内のファーム

ウェアバージョンに一致する場合、

Cisco UCS Managerは、サービスプロ
ファイルに含まれているメンテナンス

ポリシー内の設定に従ってファーム

ウェアを更新します。

Example

次に、app1ホストファームウェアパッケージを作成して、バージョン02.00.77ファー
ムウェアでアダプタパッケージイメージを作成し、トランザクションをコミットする

例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # create fw-host-pack app1
UCS-A /org/fw-host-pack* # set descr "This is a host firmware package example."
UCS-A /org/fw-host-pack* # create pack-image "Cisco Systems Inc" "N20-AQ0102" adapter
"02.00.77"
UCS-A /org/fw-host-pack/pack-image* # commit-buffer
UCS-A /org/fw-host-pack/pack-image #

次に、app1ホストファームウェアパッケージからサーバBIOSコンポーネントを除外
し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # enter fw-host-pack app1
UCS-A /org/fw-host-pack* # create exclude-server-component server-bios
UCS-A /org/fw-host-pack/exclude-server-component* # commit-buffer
UCS-A /org/fw-host-pack/exclude-server-component #

次の例では、app1ホストファームウェアパッケージにサービスパックを追加し、ト
ランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope fw-host-pack app1
UCS-A /org/fw-host-pack # set servicepack-vers 4.0(1)SP1
UCS-A /org/fw-host-pack* # commit-buffer
UCS-A /org/fw-host-pack #
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次の例では、app1ホストファームウェアパッケージからサービスパックを削除し、
トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope fw-host-pack app1
UCS-A /org/fw-host-pack # set servicepack-vers ""
UCS-A /org/fw-host-pack* # commit-buffer
UCS-A /org/fw-host-pack #

What to do next

ポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

ファームウェアの自動同期
CiscoUCSManagerで [Firmware Auto Sync Server]ポリシーを使用して、新たに検出されたサー
バのファームウェアバージョンをアップグレードするかどうかを指定できます。このポリシー

を使用すると、新たに検出された、関連付けられていないサーバのファームウェアバージョン

をアップグレードして、デフォルトのホストファームウェアパックで定義されているファー

ムウェアバージョンと一致させることができます。さらに、ファームウェアのアップグレード

プロセスをサーバの検出直後に実行するか、後で実行するかを指定することもできます。

ファームウェアの自動同期はデフォルトのホストファームウェアパックに基づいています。

デフォルトのホストファームウェアパックを削除すると、Cisco UCSManagerで重大な問題が
発生します。デフォルトのホストファームウェアパックは設定されているが、ブレードサー

バまたはラックサーバのファームウェアが指定も設定もされていない場合は、軽度の問題が発

生します。問題が発生した場合は、その程度に関係なく、[FirmwareAutoSyncServer]ポリシー
を設定する前にそれらの問題を解決する必要があります。

重要

サーバープールの一部であるサーバーでは、ファームウェア自動同期サーバーポリシーを使

用できません。

（注）

[Firmware Auto Sync Server]ポリシーの値は次のとおりです。

• [No Action]：ファームウェアのアップグレードはサーバで開始されません。

この値は、デフォルトで選択されます。

• [User Acknowledge]：[Pending Activities]ダイアログボックスで管理者がアップグレードを
確認するまでサーバのファームウェアは同期されません。

このポリシーはCisco UCSManager GUIまたはCisco UCSManager CLIから設定できます。サー
バのファームウェアは、次の状況が生じた場合に自動的にトリガーされます。
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•サーバまたはサーバのエンドポイントのファームウェアバージョンがデフォルトのホスト
ファームウェアパックで設定されているファームウェアバージョンと異なる場合。

• [Firmware Auto Sync Server]ポリシーの値が変更された場合。たとえば、最初に値を [User
Ack]に設定し、後から [No Action]に変更した場合などです。

Cisco UCS Managerが Cisco UCSドメインとして Cisco UCS Centralに登録されている場合、こ
のポリシーはローカルポリシーとして実行されます。デフォルトのホストファームウェアパッ

クが Cisco UCS Managerで定義されていない場合や削除された場合、このポリシーは実行され
ません。

重要

ファームウェア自動同期サーバポリシーの設定

このポリシーを使用すると、新たに検出された、関連付けられていないサーバのファームウェ

アバージョンの更新時期と更新方法を指定して、デフォルトのホストファームウェアパック

のファームウェアバージョンと一致させることができます。

サーバの特定のエンドポイントのファームウェアバージョンがデフォルトのホストファーム

ウェアパックのバージョンと異なる場合、Cisco UCS Managerの FSMの状態には、その特定
のエンドポイントの更新ステータスのみが表示されます。サーバのファームウェアバージョン

は更新されません。

始める前に

•このポリシーを設定するには、事前にデフォルトのホストファームウェアパックを作成
しておく必要があります。

•このタスクを完了するには、管理者としてログインしている必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /と入力します。

UCS-A# scope org org nameステップ 1

ファームウェア自動同期ポリシーモー

ドを開始します。

UCS-A /org # scope fw-autosync-policyステップ 2

次の値のいずれかを指定してポリシーを

設定します。

UCS-A /org/fw-autosync-policy # set
auto-sync{user-acknowledge| no-actions}

ステップ 3

• [user-acknowledge]：管理者がserver
コマンドモードで検出されたサー
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目的コマンドまたはアクション

バを確認するまで、サーバのファー

ムウェアは同期されません。

• [no-action]：ファームウェアのアッ
プグレードはサーバで開始されませ

ん。

この値は、デフォルトで選択されま

す。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/fw-autosync-policy #
commit-buffer

ステップ 4

例

次の例は、[Firmware Auto Sync Server]ポリシーを設定し、トランザクションをシステ
ムにコミットする方法を示しています。

UCS-A # scope org
UCS-A /org # scope fw-autosync-policy
UCS-A /org/fw-autosync-policy # set auto-sync user-acknowledge
UCS-A /org/fw-autosync-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/fw-autosync-policy #

次のタスク

値を [user-acknowledge]に設定した場合は、ファームウェアを同期させるために、保留中のサー
バアクティビティを確認する必要があります。

サーバのファームウェア自動同期の確認

ファームウェア自動同期サーバーポリシーを [UserAcknowledge]に設定した場合は、保留中の
サーバアクティビティを確認する必要があります。保留中のサーバアクティビティを確認し

ないと、サーバのファームウェアバージョンまたはサーバ内のエンドポイントが更新されず、

デフォルトのホストファームウェアパックで定義されているファームウェアバージョンと一

致しなくなります。

始める前に

•このタスクを完了するには、管理者としてログインしている必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

シャーシコマンドモードを開始しま

す。

UCS-A# scope chassisステップ 1

サーバコマンドモードを開始します。UCS-A /chassis # scope server server IDステップ 2

保留中のサーバファームウェアの同期

を確認または破棄します。

UCS-A /chassis/server # fw-sync
{acknowledge discard}

ステップ 3

トランザクションをサーバにコミットし

ます。

UCS-A /chassis/server # commit-bufferステップ 4

例

次の例は、保留中のサーバファームウェアの更新を確認して、トランザクションをコ

ミットする方法を示しています。

UCS-A # scope chassis
UCS-A /chassis # scope server 1
UCS-A /chassis/server # fw-sync acknowledge
UCS-A /chassis/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server #

エンドポイントでの直接のファームウェアのアップグレー

ド
正しい手順に従って、正しい順序でアップグレードを適用すれば、エンドポイントの直接の

ファームウェアアップグレードと新しいファームウェアバージョンのアクティブ化による、

CiscoUCSドメインのトラフィックの中断を最小限に留めることができます。エンドポイント
でのインフラストラクチャファームウェアの直接アップグレードの推奨プロセス, on page 52
は、エンドポイントでインフラストラクチャファームウェアをアップグレードする際に、Cisco
が推奨するプロセスを説明しています。

次のコンポーネントのファームウェアを直接アップグレードできます。
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Cisco UCS C3260シャーシUCSラックサーバUCS 5108シャーシインフラストラク

チャ

• CMC

•シャーシアダプタ

• SASエクスパンダ

•シャーシボードコン
トローラ

•サーバ：

• CIMC

• BIOS

•ボードコント
ローラ

•ストレージコン
トローラ

•アダプタ

• CIMC

• BIOS

•ストレージコン
トローラ

•ボードコント
ローラ

• I/Oモジュール

•電源装置

•サーバ：

•アダプタ

• CIMC

• BIOS

•ストレージ
コントロー

ラ

•ボードコン
トローラ

• Cisco UCS
Manager

•ファブリック
インターコネ

クト

必ず Cisco UCS
Managerをアップグ
レードしてからファ

ブリックインター

コネクトをアップグ

レードしてくださ

い。

Cisco UCS C3260シャーシの場合、シャーシプロファイル内のシャーシファームウェアパッ
ケージを通じて、CMC、シャーシアダプタ、シャーシボードコントローラ、SASエクスパン
ダ、およびローカルディスクのファームウェアをアップグレードできます。『CiscoUCSS3260
Server Integration with Cisco UCS Manager, Release 4.0』には、シャーシプロファイルとシャー
シファームウェアパッケージに関する詳細情報が記載されています。

アダプタ、ボードコントローラ、CIMC、および BIOSファームウェアは、サービスプロファ
イル内のホストファームウェアパッケージによってアップグレードできます。ホストファー

ムウェアパッケージを使用して、このファームウェアをアップグレードする場合、ファーム

ウェアのアップグレードプロセス中に、サーバをリブートする必要がある回数を削減できま

す。

すべてのサーバコンポーネントは、同じリリースレベルで維持する必要があります。これら

のコンポーネントはリリースごとに同時にテストされているので、互いのバージョンが一致し

ていないと、予期しないシステム動作が発生する可能性があります。

Important

直接のファームウェアアップグレードのステージ

Cisco UCS Managerは直接アップグレードのプロセスを 2つのステージに分け、サーバやその
他のエンドポイントのアップタイムに影響を与えずに、システムの実行中にエンドポイントに

ファームウェアをプッシュできるようにします。
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アップデート

このステージでは、選択したファームウェアバージョンがプライマリファブリックインター

コネクトから、エンドポイントのバックアップパーティションにコピーされ、ファームウェア

イメージが破損していないことが確認されます。アップデートプロセスでは、常にバックアッ

プスロットのファームウェアが上書きされます。

アップデートステージは、UCS 5108シャーシの次のエンドポイントにのみ適用されます。

•アダプタ

• CIMC

• I/Oモジュール

Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバシャーシでは、アップデートの段階は以下
のエンドポイントのみに適用されます。

•シャーシ管理コントローラ（CMC）

•共有アダプタ

• SASエクスパンダ

•サーバ：

• BIOS

• CIMC

•アダプタ

更新プロセスが完了するまで、エンドポイントを含むハードウェアを取り外したり、メンテナ

ンス作業を実行したりしないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナ

ンス作業により使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、

バックアップパーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損

しているエンドポイントではファームウェアを更新できません。

Caution

アクティブ化

このステージでは、指定したイメージバージョン（通常はバックアップバージョン）がスター

トアップバージョンとして設定され、[Set StartupVersionOnly]を指定していない場合、エンド
ポイントがただちにリブートされます。エンドポイントがリブートされると、バックアップ

パーティションがアクティブなパーティションになり、アクティブなパーティションがバック

アップパーティションになります。新しいアクティブなパーティションのファームウェアはス

タートアップバージョンおよび実行されているバージョンになります。

指定したファームウェアイメージがすでにエンドポイントに存在するため、次のエンドポイン

トのみアクティベーションが必要です。

• Cisco UCS Manager
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•ファブリックインターコネクト

•それらをサポートするサーバ上のボードコントローラ

• Cisco UCS C3260高密度ストレージラックサーバシャーシ：

• CMC

•共有アダプタ

•シャーシとサーバのボードコントローラ

• SASエクスパンダ

•ストレージコントローラ

• BIOS

• CIMC

ファームウェアをアクティブにすると、エンドポイントがリブートされ、新しいファームウェ

アがアクティブなカーネルバージョンおよびシステムバージョンになります。スタートアッ

プファームウェアからエンドポイントをブートできない場合、デフォルトがバックアップバー

ジョンに設定され、エラーが生成されます。

I/Oモジュールに対して [Set Startup Version Only]を設定した場合、そのデータパス内のファブ
リックインターコネクトがリブートされると、I/Oモジュールがリブートされます。I/Oモ
ジュールに対して、[Set StartupVersionOnly]を設定しない場合、I/Oモジュールがリブートし、
トラフィックが中断します。また、ファブリックインターコネクトと I/Oモジュール間でプロ
トコルとファームウェアバージョンの不一致が Cisco UCS Managerで検出された場合、Cisco
UCSManagerは、ファブリックインターコネクトのファームウェアと一致するファームウェア
バージョンを使用して I/Oモジュールを自動的に更新し、ファームウェアをアクティブ化し
て、I/Oモジュールを再度リブートします。

Caution

直接のファームウェアアップグレードの停止の影響

エンドポイントで、直接のファームウェアアップグレードを実行する場合、CiscoUCSドメイ
ンで、1つ以上のエンドポイントでトラフィックの中断や、停止が発生することがあります。

ファブリックインターコネクトファームウェアアップグレードの停止の影響

ファブリックインターコネクトのファームウェアをアップグレードする場合、次の停止の影響

や中断が発生します。

•ファブリックインターコネクトがリブートします。

•対応する I/Oモジュールがリブートします。
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Cisco UCS Managerファームウェアアップグレードの停止の影響

Cisco UCS Managerへのファームウェアアップグレードにより、次の中断が発生します。

• Cisco UCS Manager GUI：Cisco UCS Manager GUIにログインしているすべてのユーザがロ
グアウトされ、それらのセッションが終了します。

実行中の保存されていない作業が失われます。

• Cisco UCS Manager CLI：telnetによってログインしているすべてのユーザがログアウトさ
れ、それらのセッションが終了します。

I/Oモジュールファームウェアアップグレードの停止の影響

I/Oモジュールのファームウェアをアップグレードする場合、次の停止の影響と中断が発生し
ます。

•単一のファブリックインターコネクトのスタンドアロン構成の場合、I/Oモジュールのリ
ブート時にデータトラフィックが中断されます。2つのファブリックインターコネクトの
クラスタ設定の場合、データトラフィックは他方の I/Oモジュールおよびそのデータパ
ス内のファブリックインターコネクトにフェールオーバーします。

•新しいファームウェアをスタートアップバージョンとしてのみアクティブにした場合、対
応するファブリックインターコネクトがリブートされると、I/Oモジュールがリブートし
ます。

•新しいファームウェアを実行されているバージョンおよびスタートアップバージョンとし
てアクティブにした場合、I/Oモジュールがただちにリブートします。

•ファームウェアのアップグレード後に、I/Oモジュールを使用できるようになるまで最大
10分かかります。

CIMCファームウェアアップグレードの停止の影響

サーバの CIMCのファームウェアをアップグレードした場合、CIMCと内部プロセスのみが影
響を受けます。サーバトラフィックは中断しません。このファームウェアアップグレードに

より、CIMCに次の停止の影響と中断が発生します。

• KVMコンソールおよびvMediaによってサーバで実行されているすべてのアクティビティ
が中断されます。

•すべてのモニタリングおよび IPMIポーリングが中断されます。

アダプタファームウェアアップグレードの停止の影響

アダプタのファームウェアをアクティブにし、[Set Startup Version Only]オプションを設定して
いない場合、次の停止の影響と中断が発生します。

•サーバがリブートします。

•サーバトラフィックが中断します。
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エンドポイントでのインフラストラクチャファームウェアの直接アッ

プグレードの推奨プロセス

シスコでは、エンドポイントでのインフラストラクチャファームウェアの直接アップグレード

について、次のプロセスを推奨します。

1. ソフトウェアをステージングし、アップグレードを準備します。

1. すべての構成ファイルと完全な状態のバックアップファイルを作成します。すべての
コンフィギュレーションバックアップファイルの作成と Full Stateバックアップポリ
シーの構成は、詳細情報を提供します。

2. ファームウェアパッケージをダウンロードします。離れた場所からのファブリックイ
ンターコネクトへのファームウェアイメージのダウンロード（6ページ）は詳細な
情報を提供します。

3. Smart Call Homeを無効にします。Smart Call Homeの無効化は、詳細情報を提供しま
す。

2. Cisco UCS Managerソフトウェアのアクティブ化（54ページ）

3. IOMファームウェアをアップデートします。IOMでのファームウェアのアップデートおよ
びアクティブ化（58ページ）は、詳細情報を提供します。

4. ファブリックアップグレードを準備します。

1. UCS Managerの障害を確認し、サービスに影響を及ぼす障害を解決します。

2. 高可用性ステータスを確認し、セカンダリファブリックインターコネクトを特定しま
す。クラスタ設定の高可用性ステータスとロールの確認は、詳細情報を提供します。

3. デフォルトのメンテナンスポリシーを構成します。デフォルトメンテナンスポリシー
の設定は、詳細情報を提供します。

4. VLANと FCOE IDが重複していないことを確認します。

5. 管理インターフェイスを無効にします。管理インターフェイスの無効化は、詳細情報
を提供します。

6. IOMファームウェアをアクティブ化します。IOMでのファームウェアのアップデート
およびアクティブ化（58ページ）は、詳細情報を提供します。

5. 従属ファブリックインターコネクトをアクティブにします。

1. 従属ファブリックインターコネクトのトラフィックを待避させます。ファブリックイ
ンターコネクトのトラフィックの停止は、詳細情報を提供します。

2. 従属ファブリックインターコネクト（FI-B）をアクティブにし、FSMをモニタしま
す。ファブリックインターコネクトでのファームウェアのアクティブ化（61ページ）
は、詳細情報を提供します。
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3. すべてのパスが動作していることを確認します。データパスの準備が整っていること
の確認は、詳細情報を提供します。

4. 従属ファブリックインターコネクトのトラフィック待避を無効にします。ファブリッ
クインターコネクトのトラフィックの再開は、詳細情報を提供します。

5. 新しい障害を確認します。ファブリックインターコネクトのアップグレード中に生成
される障害の表示は、詳細情報を提供します。

6. プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）をアクティブにします。

1. 管理サービスをプライマリファブリックインターコネクトからセカンダリファブリッ
クインターコネクトに移行し、クラスタリードをセカンダリファブリックインター

コネクトに変更します。ファブリックインターコネクトクラスタリードのスイッチ

オーバー（63ページ）は、詳細情報を提供します。

2. プライマリファブリックインターコネクトのトラフィックを待避させます。

3. プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）をアクティブにし、FSMをモニ
タします。プライマリファブリックインターコネクトのリブートの確認（27ペー
ジ）は、詳細情報を提供します。

4. すべてのパスが動作していることを確認します。

5. プライマリファブリックインターコネクトのトラフィック待避を無効にします。ファ
ブリックインターコネクトのトラフィックの再開は、詳細情報を提供します。

6. 新しい障害を確認します。

Cisco UCS Managerファームウェア
Cisco UCS Managerソフトウェアでファームウェアをアクティブ化するときには、次のガイド
ラインとベストプラクティスを考慮してください。

•クラスタ設定の場合、両方のファブリックインターコネクトの Cisco UCSManagerは同じ
バージョンを実行する必要があります。

• Cisco UCS Managerアクティブ化により、管理機能が短期間にわたってダウンします。す
べての仮想シェル（VSH）接続が切断されます。

•クラスタ設定の場合、両方のファブリックインターコネクトの Cisco UCSManagerがアク
ティブ化されます。

•ファブリックインターコネクトをリセットする必要がないため、Cisco UCS Managerの更
新はサーバアプリケーション I/Oに影響を与えません。

•従属ファブリックインターコネクトがダウンしている間に Cisco UCSManagerが更新され
た場合、従属ファブリックインターコネクトは復帰時に自動的に更新されます。
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アップグレードの検証

Cisco UCS Managerは、アップグレードまたはダウングレードプロセスを検証し、すべての
ファームウェアアップグレードの検証エラー（非推奨のハードウェアなど）を [Upgrade
Validation]タブに表示します。アップグレードの検証エラーがある場合、アップグレードは失
敗し、CiscoUCSManagerは以前のリリースにロールバックします。これらのエラーを解決し、
[Force]オプションを使用してアップグレードを続行する必要があります。

たとえば、M1およびM2ブレードサーバがリリース 3.1(1)でサポートされていない場合、リ
リース 2.2(x)からリリース 3.1(1)にアップグレードするときにM1またはM2ブレードサーバ
が構成に存在すると、それらは検証エラーとして [Upgrade Validation]タブに報告され、アップ
グレードが失敗します。

Cisco UCS Managerでアップグレードまたはダウングレードプロセスを検証しない場合は、
[Skip Validation]チェックボックスをオンにします。

Cisco UCS Managerソフトウェアのアクティブ化

Procedure

PurposeCommand or Action

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1

Cisco UCS Manager（システム）の使用
可能なイメージを表示します。

UCS-A /system # show imageステップ 2

システムの選択されたファームウェア

バージョンをアクティブにします。

UCS-A /system # activate firmware
version-num

ステップ 3

Cisco UCS Managerのアク
ティブ化にファブリックイ

ンターコネクトのリブート

は必要ありません。ただ

し、アクティブ化の一環と

して、管理サービスは短時

間ダウンし、すべての VSH
シェルが終了します。

Note

トランザクションをコミットします。UCS-A /system # commit-bufferステップ 4

Cisco UCS Managerによって、選択した
バージョンがスタートアップバージョ

ンに指定され、ファブリックインター

コネクトがアップグレードされたときに

アクティベーションを実行するようにス

ケジュールされます。
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Example

次に、CiscoUCSManagerをアップグレードして、トランザクションをコミットする例
を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A# /system # show image
Name Type Version
--------------------------------------------- -------------------- -------
ucs-manager-k9.4.0.1.0.bin System 4.0(1a)

UCS-A# /system # activate firmware 4.0(1a)
UCS-A# /system* # commit-buffer
UCS-A# /system #

Cisco UCS Managerソフトウェアのサービスパックのアクティブ化

ここで説明する手順を使用して、Cisco UCS Managerソフトウェアのサービスパックをアク
ティブ化することができます。このプロセスでは、ファブリックインターコネクトのアップグ

レードまたは再起動は必要ありません。

Procedure

PurposeCommand or Action

UCS-A# scope firmwareステップ 1

Cisco UCS Manager（システム）の使用
可能なイメージを表示します。

UCS A/firmware # show image type
mgmt-service-pack

ステップ 2

UCS-A /firmware # exitステップ 3

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 4

システムの選択されたサービスパック

バージョンをアクティブにします。

UCS-A /system # activate service-pack
version-num module security

ステップ 5

Cisco UCS Managerはアクティブなすべ
てのセッションを切断し、すべてのユー

ザをログアウトさせ、ソフトウェアをア

クティブにします。アップグレードが完

了すると、再度ログインするように求め

られます。切断された直後に再度ログイ

ンするように求められた場合、ログイン

は失敗します。Cisco UCS Managerのア
クティベーションが完了するまで数分待

つ必要があります。

トランザクションをコミットします。UCS-A /system # commit-bufferステップ 6
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PurposeCommand or Action

システムで、サービスパックバージョ

ンを含む、ファームウェアのバージョン

の概要を示しています。

(Optional) UCS-A /system # show versionステップ 7

Example

次の例では、Cisco UCS Managerをバージョン 3.1(3)SP2にアップグレードし、トラン
ザクションをコミットします。

UCS-A# scope firmware
UCS-A# /firmware # show image type mgmt-service-pack
Name Type Version
--------------------------------------------- -------------------- -------
ucs-manager-k9.service-pack.3.1.3.SP1.gbin Mgmt Service Pack 3.1(3)SP1
ucs-manager-k9.service-pack.3.1.3.SP2.gbin Mgmt Service Pack 3.1(3)SP2
ucs-manager-k9.service-pack.3.1.4.SP1.gbin Mgmt Service Pack 3.1(4)SP1
UCS-A# /firmware # exit
UCS-A# scope system
UCS-A# /system # activate service-pack 3.1(3)SP2 module security
As part of activation, all cli sessions will be terminated.
Continue with activation? (yes/no) yes
UCS-A# /system* # commit-buffer
UCS-A# /system # show version
UCSM:

Running-Vers: 3.1(2.172a)
Package-Vers: 3.1(2.173)A
Activate-Status: Ready

UCSM Service Pack:
Running-Vers: 3.1(3)SP2
Running-Modules: security
Package-Vers:
Activate-Status: Ready

UCS-A# /system #

Cisco UCS Managerソフトウェアからのサービスパックの削除

Procedure

PurposeCommand or Action

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1

システムからのアクティブ化されたサー

ビスパックを削除します。

UCS-A /system # remove service-packステップ 2

システムからサービスパックを削除中

には、すべての CLIセッションが終了
しました。
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PurposeCommand or Action

トランザクションをコミットします。UCS-A /system # commit-bufferステップ 3

Example

次の例では、Cisco UCS Managerからサービスパックを削除し、トランザクションを
コミットします。

UCS-A# scope system
UCS-A# /system # remove service-pack
As part of activation, all cli sessions will be terminated.
Continue with activation? (yes/no)yes
UCS-A# /system* # commit-buffer

IOMおよび IFM（Cisco UCS Xシリーズサーバーの IOM）ファームウェ
ア

Cisco UCS I/Oモジュール（IOM）は、ブレードサーバエンクロージャにユニファイドファブ
リックテクノロジーを組み込みます。これにより、ブレードサーバとファブリックインター

コネクト間の複数の 10ギガビットイーサネット接続を提供し、診断、配線、管理を簡素化し
ます。IOMにより、ファブリックインターコネクトとブレードサーバシャーシ間での I/O
ファブリックが拡張され、すべてのブレードおよびシャーシを1つに接続する、損失のない確
実な Fibre Channel over Ethernet（FCoE）ファブリックを使用できます。

IOMは分散ラインカードと同様であるため、スイッチングを実行せず、ファブリックインター
コネクトの拡張として管理されます。このようなアプローチを取ることで、ブレードシャーシ

から各種スイッチが取り払われ、システム全体構造の複雑さが低減します。また、Cisco UCS
の規模を拡大してシャーシの数を増やしても、必要なスイッチの数が増えることはありませ

ん。これにより、すべてのシャーシを可用性の高い1つの管理ドメインとして扱うことが可能
になります。

IMOでは、ファブリックインターコネクトと併せてシャーシ環境（電源、ファン、ブレード
を含む）も管理できます。したがって、個別のシャーシ管理モジュールは必要ありません。

IMOは、ブレードサーバシャーシの背面に設置します。各ブレードシャーシは最大 2つの
IOMをサポートできるため、容量と冗長性を向上させることができます。

IOMファームウェアの更新およびアクティブ化に関するガイドライン

IOMでファームウェアを更新およびアクティブ化するときには、次のガイドラインとベスト
プラクティスを考慮してください。

•各 IOMは、実行中のイメージとバックアップイメージの 2つのイメージを格納します。

•更新操作では、IOMのバックアップイメージが新しいファームウェアバージョンに置き
換えられます。
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•アクティブ化操作では、現在の起動イメージがバックアップイメージに降格します。新し
い起動イメージが代わりに配置され、このバックアップイメージから起動するようにシス

テムが設定されます。

•アクティブなイメージのみを設定するには、[Set Startup Version Only]チェックボックスを
オンにします。リセットは実行されません。このプロセスを使用すると、複数の IOMを
アップグレードし、同時にリセットできます。ファブリックインターコネクトが更新およ

びアクティブ化されると、ファブリックインターコネクトは対応する IOMをリブートし、
ダウンタイムを低減します。

• IOMとファブリックインターコネクトは、互いに互換性がある必要があります。

•ファブリックインターコネクトで実行されるソフトウェアが互換性のないバージョンを実
行する IOMを検出した場合、ファブリックインターコネクトのシステムソフトウェアと
同じバージョンにするために IOMの自動更新を実行します。

Cisco UCS Managerこの状況を通知するために障害を生成します。また、自動更新の進行
中、IOMの検出状態は [Auto updating]を示します。

• Cisco UCS Managerでは、[Installed Firmware]タブで IOMファームウェアをシャーシレ
ベルで確認できます。

IOMでのファームウェアのアップデートおよびアクティブ化

システムがハイアベイラビリティクラスタ設定で稼働している場合は、両方の I/Oモジュー
ルをアップデートし、アクティブにする必要があります。

更新プロセスが完了するまで、エンドポイントを含むハードウェアを取り外したり、メンテナ

ンス作業を実行したりしないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナ

ンス作業により使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、

バックアップパーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損

しているエンドポイントではファームウェアを更新できません。

Caution

Procedure

PurposeCommand or Action

指定したシャーシでシャーシモードを

開始します。

UCS-A # scope chassis chassis-idステップ 1

選択した I/Oモジュールでシャーシ I/O
モジュールモードを開始します。

UCS-A /chassis # scope iom iom-idステップ 2

I/Oモジュールの使用可能なソフトウェ
アイメージを表示します。

UCS-A /chassis/iom # show imageステップ 3
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PurposeCommand or Action

I/Oモジュールの選択したファームウェ
アバージョンをアップデートします。

UCS-A /chassis/iom # update firmware
version-num

ステップ 4

トランザクションをコミットします。(Optional) UCS-A /chassis/iom #
commit-buffer

ステップ 5

ステップ7でファームウェアをアクティ
ブにする前に、ステップ 6で show
firmware コマンドを使用してファーム
ウェアのアップデートが正常に完了した

ことを確認する場合のみ、このステップ

を使用します。このステップをスキップ

して、同じトランザクションで

update-firmware および
activate-firmware コマンドをコミット
できます。ただし、ファームウェアの

アップデートが正常に完了していない場

合は、ファームウェアのアクティブ化が

開始されません。

Cisco UCS Managerによって、選択した
ファームウェアイメージがバックアッ

プメモリパーティションにコピーさ

れ、そのイメージが破損していないこと

が確認されます。イメージは、明示的に

アクティブにするまで、バックアップ

バージョンとして残されます。

ファームウェアのアップデートのステー

タスを表示します。

(Optional) UCS-A /chassis/iom # show
firmware

ステップ 6

ファームウェアのアップデートが正常に

完了したことを確認する場合にのみ、こ

のステップを使用します。アップデート

ステータスがReadyになったら、ファー
ムウェアのアップデートは完了です。

CLIの表示は自動的には更新されないた
め、タスクのステータスが Updatingか
ら Readyに変更されるまで何度も show
firmware コマンドを入力する必要があ
る場合があります。アップデートステー

タスがReadyになったらステップ7に進
みます。

I/Oモジュールの選択したファームウェ
アバージョンをアクティブにします。

UCS-A /chassis/iom # activate firmware
version-num [set-startup-only]

ステップ 7

Cisco UCS Managerによるファームウェアの管理
59

Cisco UCS Managerによるファームウェアの管理

IOMでのファームウェアのアップデートおよびアクティブ化



PurposeCommand or Action

ファブリックインターコネクトがその

データパスでリブートする場合にのみ

I/Oモジュールをリブートする場合、
set-startup-only キーワードを使用しま
す。 set-startup-only キーワードを使用
しない場合、I/Oモジュールがリブート
し、トラフィックが中断します。さら

に、Cisco UCS Managerは I/Oモジュー
ルとの間でプロトコルとファームウェア

バージョンの不一致を検出すると、一致

するファームウェアバージョンで I/O
モジュールをアップデートし、ファーム

ウェアをアクティブにし、再度 I/Oモ
ジュールをリブートします。

トランザクションをコミットします。UCS-A /chassis/iom # commit-bufferステップ 8

ファームウェアのアクティベーションの

ステータスを表示します。

(Optional) UCS-A /chassis/iom # show
firmware

ステップ 9

ファームウェアのアクティベーションが

正常に完了したことを確認する場合にの

み、このステップを使用します。CLIの
表示は自動的には更新されないため、タ

スクのステータスが Activatingから
Readyに変更されるまで何度も show
firmware コマンドを入力する必要があ
る場合があります。

Example

次の例では、同じトランザクションで I/Oモジュールのファームウェアをアップデー
トしてアクティブ化します。ファームウェアのアップデートとアクティベーションが

正常に完了したかどうかについて確認は行いません。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A# /chassis # scope iom 1
UCS-A# /chassis/iom # show image
Name Type Version
--------------------------------------------- -------------------- -------
ucs-2200.4.0.0.332.bin IOM 4.0(1a)

UCS-A# /chassis/iom # update firmware 4.0(1a)
UCS-A# /chassis/iom* # activate firmware 4.0(1a) set-startup-only
UCS-A# /chassis/iom* # commit-buffer
UCS-A# /chassis/iom #
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次の例では、I/Oモジュールのファームウェアをアップデートし、アップデートが正常
に完了したことを確認してからファームウェアのアクティベーションを開始して、I/O
モジュールのファームウェアをアクティブ化し、アクティベーションが正常に完了し

たことを確認します。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A# /chassis # scope iom 1
UCS-A# /chassis/iom # show image
Name Type Version
--------------------------------------------- -------------------- -------
ucs-2200.4.0.0.332.bin IOM 4.0(1)

UCS-A# /chassis/iom # update firmware 4.0(1)
UCS-A# /chassis/iom* # commit-buffer
UCS-A# /chassis/iom # show firmware
IOM Fabric ID Running-Vers Update-Status Activate-Status
-------- --------- --------------- --------------- ---------------

1 A 4.0(1) Updating Ready

UCS-A# /chassis/iom # show firmware
IOM Fabric ID Running-Vers Update-Status Activate-Status
-------- --------- --------------- --------------- ---------------

1 A 4.0(1) Ready Ready

UCS-A# /chassis/iom # activate firmware 4.0(1) ignorecompcheck
UCS-A# /chassis/iom* # commit-buffer
UCS-A# /chassis/iom # show firmware
IOM Fabric ID Running-Vers Update-Status Activate-Status
-------- --------- --------------- --------------- ---------------

1 A 4.0(1) Ready Activating

UCS-A# /chassis/iom # show firmware
IOM Fabric ID Running-Vers Update-Status Activate-Status
-------- --------- --------------- --------------- ---------------

1 A 4.0(1) Ready Ready

ファブリックインターコネクトのファームウェア

ファブリックインターコネクトでのファームウェアのアクティブ化

ハイアベイラビリティクラスタ設定の 2台のファブリックインターコネクトのファームウェ
アを更新する場合、プライマリファブリックインターコネクトをアクティブ化する前に、従

属ファブリックインターコネクトをアクティブにする必要があります。各ファブリックイン

ターコネクトの役割の決定の詳細については、クラスタ設定の高可用性ステータスとロールの

確認を参照してください。

単一のファブリックインターコネクトのスタンドアロン構成の場合、エンドポイントの直接

のファームウェアアップグレードを実行すると、データトラフィックの中断を最小にできま

す。ただし、アップグレードを完了するために、ファブリックインターコネクトをリブートす

る必要があるため、トラフィックの中断は避けられません。
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CiscoUCSドメインのファブリックインターコネクト設定時に作成された管理者アカウントの
パスワードを回復する必要がある場合、実行中のカーネルバージョンと実行中のシステムバー

ジョンを把握しておく必要があります。他のアカウントを作成しない場合、これらのファーム

ウェアのバージョンのパスをテキストファイルに保存し、必要なときに参照できるようにして

おくことを推奨します。

Tip

Procedure

PurposeCommand or Action

指定したファブリックインターコネク

トのファブリックインターコネクト

モードを開始します。

UCS-A# scope fabric-interconnect {a | b}ステップ 1

ファブリックインターコネクトの利用

可能なソフトウェアイメージを表示し

ます。

UCS-A /fabric-interconnect # show imageステップ 2

ファブリックインターコネクトの選択

されたファームウェアバージョンをア

クティブにします。

UCS-A /fabric-interconnect # activate
firmware {kernel-version kernel-ver-num
| system-version system-ver-num}

ステップ 3

kernel-versionと
system-versionは、同じであ
る必要があります。

Note

トランザクションをコミットします。UCS-A /fabric-interconnect #
commit-buffer

ステップ 4

Cisco UCS Managerはファームウェアの
更新とアクティベーションを実行してか

ら、ファブリックインターコネクトと、

そのファブリックインターコネクトへ

のデータパスにある、ファブリックイ

ンターコネクトへのデータトラフィッ

クを中断するすべての I/Oモジュールを
リブートします。

Example

次の例では、ファブリックインターコネクトをバージョン 5.0(3)N2(3.10.123)にアップ
グレードし、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope fabric-interconnect a
UCS-A /fabric-interconnect # show image
Name Type Version
--------------------------------------------- -------------------- -------
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ucs-6300-k9-kickstart.5.0.3.N2.3.10.123.bin Fabric Interconnect Kernel
5.0(3)N2(3.10.123)

ucs-6300-k9-system.5.0.3.N2.3.10.123.bin Fabric Interconnect System
5.0(3)N2(3.10.123)

UCS-A /fabric-interconnect # activate firmware kernel-version 5.0(3)N2(3.10.123)
system-version 5.0(3)N2(3.10.123)
UCS-A /fabric-interconnect* # commit-buffer
UCS-A /fabric-interconnect #

ファブリックインターコネクトクラスタリードのスイッチオーバー

この操作は Cisco UCS Manager CLIでのみ実行できます。ここで説明する手順を使用すること
も、このビデオ

（http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/videos/3-1/switch_over_fabric_interconnect_cluster_lead.html）
の [Play]をクリックして、あるファブリックインターコネクトから別のファブリックインター
コネクトにクラスタリードをスイッチオーバーする方法を視聴することもできます。

クラスタのフェールオーバー中は、新しいプライマリファブリックインターコネクトが選択

されるまで仮想 IPアドレスにアクセスできません。
重要

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタ内のファブリックインターコ

ネクトの状態と、クラスタがHAレディ
であるかどうかを表示します。

（任意） UCS-A# show cluster stateステップ 1

クラスタのローカル管理モードを開始し

ます。

UCS-A# connect local-mgmtステップ 2

次のいずれかのコマンドを使用して、従

属ファブリックインターコネクトをプ

ライマリに変更します。

UCS-A (local-mgmt) # cluster {force
primary | lead {a | b}}

ステップ 3

force

ローカルファブリックインターコ

ネクトがプライマリになるように強

制します。

lead

指定した従属ファブリックインター

コネクトをプライマリにします。
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例

次に、ファブリックインターコネクトBを従属からプライマリに変更する例を示しま
す。

UCS-A# show cluster state
Cluster Id: 0xfc436fa8b88511e0-0xa370000573cb6c04

A: UP, PRIMARY
B: UP, SUBORDINATE

HA READY
UCS-A# connect local-mgmt
Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software
TAC support: http://www.cisco.com/tac
Copyright (c) 2002-2011, Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
The copyrights to certain works contained in this software are
owned by other third parties and used and distributed under
license. Certain components of this software are licensed under
the GNU General Public License (GPL) version 2.0 or the GNU
Lesser General Public License (LGPL) Version 2.1. A copy of each
such license is available at
http://www.opensource.org/licenses/gpl-2.0.php and
http://www.opensource.org/licenses/lgpl-2.1.php

UCS-A(local-mgmt)# cluster lead b
UCS-A(local-mgmt)#

ファブリックインターコネクトでのサービスパックの有効化

Procedure

PurposeCommand or Action

UCS-A# scope firmwareステップ 1

ファブリックインターコネクトの使用

可能なサービスパックが表示されます。

UCS A/firmware # show image type
fabric-interconnect-service-pack

ステップ 2

UCS-A /firmware # exitステップ 3

fabric-interconnectモードを開始します。UCS-A# scope fabric-interconnect {a | b}ステップ 4

システムの選択されたサービスパック

バージョンをアクティブにします。

UCS-A /fabric-interconnect # activate
service-pack version-num [security]

ステップ 5
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PurposeCommand or Action

CiscoUCSManagerファーム
ウェアをアクティブにしま

す。場合によっては、Cisco
UCS Managerによってファ
ブリックインターコネクト

が再起動され、そのファブ

リックインターコネクトに

対するデータトラフィック

が中断されます。

Note

トランザクションをコミットします。UCS-A /fabric-interconnect #
commit-buffer

ステップ 6

ファブリックインターコネクトで、サー

ビスパックバージョンを含む、ファー

(Optional) UCS-A /fabric-interconnect #
show version

ステップ 7

ムウェアのバージョンの概要を示してい

ます。

Example

次に、ファブリックインターコネクトをアップグレードして、トランザクションをコ

ミットする例を示します。

UCS-A# scope firmware
UCS-A# /firmware # show image type fabric-interconnect-service-pack
Name Type Version
--------------------------------------------- -------------------- -------
ucs-6400-servicepack.4.0.1.SP1.gbin Fabric Interconnect Service Pack

4.0(1)SP1
ucs-6400-servicepack.4.0.1.SP2.gbin Fabric Interconnect Service Pack

4.0(1)SP2
ucs-6300-servicepack.4.0.1.SP1.gbin Fabric Interconnect Service Pack

4.0(1)SP1
ucs-6300-servicepack.4.0.1.SP2.gbin Fabric Interconnect Service Pack

4.0(1)SP2
ucs-mini-servicepack.4.0.1.SP1.gbin Fabric Interconnect Service Pack

4.0(1)SP1
ucs-mini-servicepack.4.0.1.SP2.gbin Fabric Interconnect Service Pack

4.0(1)SP2

UCS-A# /firmware # exit
UCS-A# scope fabric-interconnect a
UCS-A# /fabric-interconnect # activate service-pack 4.0(1)SP0 security
UCS-A# /fabric-interconnect* # commit-buffer
UCS-A# /fabric-interconnect # show version
Fabric Interconnect A:

Running-Kern-Vers: 7.0(3)N2(4.00.226)
Running-Sys-Vers: 7.0(3)N2(4.00.226)
Running-Service-Pack-Vers: 4.0(1)SP0(Default)
Package-Vers: 4.0(0.147)A
Package-Service-Pack-Vers:
Startup-Kern-Vers: 7.0(3)N2(4.00.226)

Cisco UCS Managerによるファームウェアの管理
65

Cisco UCS Managerによるファームウェアの管理

ファブリックインターコネクトでのサービスパックの有効化



Startup-Sys-Vers: 7.0(3)N2(4.00.226)
Startup-Service-Pack-Vers: 4.0(1)SP0(Default)
Act-Kern-Status: Ready
Act-Sys-Status: Ready
Act-Service-Pack-Status: Ready
Bootloader-Vers: v05.28(01/18/2018)

ファブリックインターコネクトからのサービスパックの削除

Open SLLなどの特定のシナリオでは、サービスパックを削除すると FIの再起動が発生しま
す。

Procedure

PurposeCommand or Action

fabric-interconnectモードを開始します。UCS-A# scope fabric-interconnect {a | b}ステップ 1

ファブリックインターコネクトからア

クティベート済みサービスパックを削

除します。

UCS-A /fabric-interconnect # remove
service-pack security

ステップ 2

トランザクションをコミットします。UCS-A /fabric-interconnect #
commit-buffer

ステップ 3

Example

次に、ファブリックインターコネクトからサービスパックを削除し、トランザクショ

ンをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fabric-interconnect a
UCS-A# /fabric-interconnect # remove service-pack security
UCS-A# /fabric-interconnect* # commit-buffer

アダプタファームウェア

Cisco Unified Computing Systemは、幅広いコンバージド（統合型）ネットワークアダプタ
（CNA）をサポートします。CNAは、LANおよび SANトラフィックを単一のインターフェ
イスに統合することで、複数のネットワークインターフェイスカード（NIC）とホストバス
アダプタ（HBA）の必要性をなくします。

すべての Cisco UCSネットワークアダプタ：

•必要なネットワークインターフェイスカードとホストバスアダプタの数を削減可能

• Cisco UCS Managerソフトウェアを使用した管理

• 2つのファブリックエクステンダと 2つのファブリックインターコネクトを備えた冗長構
成で使用可能
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•配線は初回のみ、その後はソフトウェアで機能の有効化や設定が行える「ワイヤワンス
（wire-once）」アーキテクチャに対応

•ファイバチャネルマルチパスをサポート

シスコ仮想インターフェイスカード（VIC）は、256の仮想インターフェイスを提供し、Cisco
VM-FEXテクノロジーをサポートします。Cisco VICは、仮想化環境の実際のワークロードモ
ビリティを実現するための I/Oポリシーの整合性と可視性を提供します。Cisco VICは、Bシ
リーズブレードサーバおよびCシリーズラックサーバのフォームファクタで使用できます。

アダプタでのファームウェアのアップデートおよびアクティブ化

更新プロセスが完了するまで、エンドポイントを含むハードウェアを取り外したり、メンテナ

ンス作業を実行したりしないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナ

ンス作業により使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、

バックアップパーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損

しているエンドポイントではファームウェアを更新できません。

Caution

Procedure

PurposeCommand or Action

指定したアダプタでシャーシサーバア

ダプタモードを開始します。

UCS-A# scope adapter chassis-id /
blade-id / adapter-id

ステップ 1

アダプタの使用可能なソフトウェアイ

メージを表示します。

UCS-A /chassis/server/adapter # show
image

ステップ 2

アダプタの選択したファームウェアバー

ジョンをアップデートします。

UCS-A /chassis/server/adapter # update
firmware version-num

ステップ 3

トランザクションをコミットします。(Optional) UCS-A /chassis/server/adapter #
commit-buffer

ステップ 4

ステップ6でファームウェアをアクティ
ブにする前に、ステップ 5で show
firmware コマンドを使用してファーム
ウェアのアップデートが正常に完了した

ことを確認する場合のみ、このステップ

を使用します。このステップをスキップ

して、同じトランザクションで

update-firmware および
activate-firmware コマンドをコミット
できます。ただし、ファームウェアの

アップデートが正常に完了していない場

合は、ファームウェアのアクティブ化が

開始されません。
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PurposeCommand or Action

Cisco UCS Managerによって、選択した
ファームウェアイメージがバックアッ

プメモリパーティションにコピーさ

れ、そのイメージが破損していないこと

が確認されます。イメージは、明示的に

アクティブにするまで、バックアップ

バージョンとして残されます。

ファームウェアのアップデートのステー

タスを表示します。

(Optional) UCS-A /chassis/server/adapter #
show firmware

ステップ 5

ファームウェアのアップデートが正常に

完了したことを確認する場合にのみ、こ

のステップを使用します。アップデート

ステータスがReadyになったら、ファー
ムウェアのアップデートは完了です。

CLIの表示は自動的には更新されないた
め、タスクのステータスが Updatingか
ら Readyに変更されるまで何度も show
firmware コマンドを入力する必要があ
る場合があります。アップデートステー

タスがReadyになったらステップ6に進
みます。

アダプタの選択したファームウェアバー

ジョンをアクティブにします。

UCS-A /chassis/server/adapter # activate
firmware version-num [set-startup-only]

ステップ 6

アクティブ化したファームウェアを

pending-next-boot状態にし、サーバをた
だちにリブートしない場合は、

set-startup-only キーワードを使用しま
す。アクティブ化されたファームウェア

は、サーバがリブートされるまで、アダ

プタで実行されているバージョンの

ファームウェアになりません。ホスト

ファームウェアパッケージのアダプタ

には set-startup-only キーワードは使用
できません。

トランザクションをコミットします。UCS-A /chassis/server/adapter #
commit-buffer

ステップ 7

サーバがサービスプロファイルに関連

付けられていない場合、アクティブ化さ

れたファームウェアは pending-next-boot
状態のままになります。Cisco UCS
Managerは、サーバがサービスプロファ
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PurposeCommand or Action

イルに関連付けられるまで、エンドポイ

ントをリブートせず、ファームウェアを

アクティブにしません。必要に応じて、

関連付けられていないサーバを手動でリ

ブートまたはリセットして、ファーム

ウェアをアクティブにできます。

ファームウェアのアクティベーションの

ステータスを表示します。

(Optional) UCS-A /chassis/server/adapter #
show firmware

ステップ 8

ファームウェアのアクティベーションが

正常に完了したことを確認する場合にの

み、このステップを使用します。CLIの
表示は自動的には更新されないため、タ

スクのステータスが Activatingから
Readyに変更されるまで何度も show
firmware コマンドを入力する必要があ
る場合があります。

Example

次に、ファームウェアのアップデートおよびファームウェアのアクティベーションが

正常に完了したことを確認せずに、同じトランザクションでアダプタのファームウェ

アをバージョン 4.1(0.123)にアップデートし、アクティブ化する例を示します。

UCS-A# scope adapter 1/1/1
UCS-A# /chassis/server/adapter # show image
Name Type Version
--------------------------------------------- -------------------- -------
ucs-m82-8p-vic.4.1.0.123.bin Adapter 4.1(0.123)

UCS-A# /chassis/server/adapter # update firmware 4.1(0.123)
UCS-A# /chassis/server/adapter* # activate firmware 4.1(0.123) set-startup-only
UCS-A# /chassis/server/adapter* # commit-buffer
UCS-A# /chassis/server/adapter #

次に、アダプタのファームウェアをバージョン 4.1(0.123)にアップデートし、ファー
ムウェアのアクティベーションを開始する前にファームウェアのアップデートが正常

に完了したことを確認し、アダプタのファームウェアをアクティブにし、ファームウェ

アのアクティベーションが正常に完了したことを確認する例を示します。

UCS-A# scope adapter 1/1/1
UCS-A# /chassis/server/adapter # show image
Name Type Version
--------------------------------------------- -------------------- -------
ucs-m82-8p-vic.4.1.0.123.bin Adapter 4.2(1.13)

UCS-A# /chassis/server/adapter # update firmware 4.2(3.13)
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UCS-A# /chassis/server/adapter* # commit-buffer
UCS-A# /chassis/server/adapter # show firmware
Adapter 1:

Running-Vers: 4.2(3.13)
Package-Vers: 4.0(0.128)B
Update-Status: Updating
Activate-Status: Ready

UCS-A# /chassis/server/adapter # show firmware
Adapter 1:

Running-Vers: 4.2(3.13)
Package-Vers: 4.0(0.128)B
Update-Status: Ready
Activate-Status: Ready

UCS-A# /chassis/server/adapter # activate firmware 4.2(3.13)
Warning: When committed this command will reset the end-point
UCS-A# /chassis/server/adapter* # commit-buffer
UCS-A# /chassis/server/adapter # show firmware
Adapter 1:

Running-Vers: 4.2(3.13)
Package-Vers: 4.0(0.128)B
Update-Status: Ready
Activate-Status: Activating

UCS-A# /chassis/server/adapter # show firmware
Adapter 1:

Running-Vers: 4.2(3.13)
Package-Vers: 4.0(0.128)B
Update-Status: Ready
Activate-Status: Pending Next Boot

UCS-A# /chassis/server/adapter # exit
UCS-A# /chassis/server # cycle cycle-immediate
UCS-A# /chassis/server* # commit-buffer
UCS-A# /chassis/server # scope adapter 1
UCS-A# /chassis/server/adapter # show firmware
Adapter 1:

Running-Vers: 4.2(3.13)
Package-Vers: 4.0(0.128)B
Update-Status: Ready
Activate-Status: Ready

UCS-A# /chassis/server/adapter #

BIOSファームウェア
Basic Input/Output System（BIOS）は、システムのハードウェアコンポーネントをテストおよ
び初期化し、ストレージデバイスからオペレーティングシステムを起動します。CiscoUCSに
は、システム動作を制御する複数のBIOS設定があります。BIOSファームウェアは、直接Cisco
UCS Managerからアップデートできます。
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サーバの BIOSファームウェアの更新とアクティブ化

すべてのM3世代以降のサーバで、Cisco UCSManager CLIを使用し、サーバの BIOSファーム
ウェアを更新してアクティブ化できます。以前のサーバでは、Cisco UCS Manager CLIによる
BIOSファームウェアの更新はサポートされていません。

重要

更新プロセスが完了するまで、エンドポイントを含むハードウェアを取り外したり、メンテナ

ンス作業を実行したりしないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナ

ンス作業により使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、

バックアップパーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損

しているエンドポイントではファームウェアを更新できません。

注意

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバーのシャーシサーバーモー

ドを開始します。

UCS-A# scope server chassis-id / blade-idステップ 1

シャーシサーバBIOSモードを開始しま
す。

UCS-A /chassis/server # scope biosステップ 2

使用可能なBIOSファームウェアイメー
ジを表示します。

UCS-A /chassis/server/bios # show imageステップ 3

サーバの選択したBIOSファームウェア
を更新します。

UCS-A /chassis/server/bios # update
firmwareバージョン番号

ステップ 4

トランザクションをコミットします。（任意） UCS-A /chassis/server/bios #
commit-buffer

ステップ 5

ステップ7でファームウェアをアクティ
ブにする前に、ステップ 6で show
firmwareコマンドを使用してファーム
ウェアのアップデートが正常に完了した

ことを確認する場合のみ、このステップ

を使用します。このステップをスキップ

して、同じトランザクションで

update-firmwareおよび
activate-firmwareコマンドをコミットで
きます。ただし、ファームウェアのアッ

プデートが正常に完了していない場合

は、ファームウェアのアクティブ化が開

始されません。
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目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Managerによって、選択した
ファームウェアイメージがバックアッ

プメモリパーティションにコピーさ

れ、そのイメージが破損していないこと

が確認されます。イメージは、明示的に

アクティブにするまで、バックアップ

バージョンとして残されます。

ファームウェアのアップデートのステー

タスを表示します。

（任意） UCS-A /chassis/server/bios #
show firmware

ステップ 6

ファームウェアのアップデートが正常に

完了したことを確認する場合にのみ、こ

のステップを使用します。アップデート

ステータスがReadyになったら、ファー
ムウェアのアップデートは完了です。

CLIの表示は自動的には更新されないた
め、タスクのステータスが Updatingか
ら Readyに変更されるまで何度も show
firmwareコマンドを入力する必要があ
る場合があります。アップデートステー

タスがReadyになったらステップ7に進
みます。

選択したサーバ BIOSファームウェア
バージョンをアクティブにします。

UCS-A /chassis/server/bios # activate
firmwareバージョン番号

ステップ 7

トランザクションをコミットします。UCS-A /chassis/server/bios # commit-bufferステップ 8

ファームウェアのアクティベーションの

ステータスを表示します。

（任意） UCS A/シャーシ/bios #show
firmware

ステップ 9

ファームウェアのアクティベーションが

正常に完了したことを確認する場合にの

み、このステップを使用します。CLIの
表示は自動的には更新されないため、タ

スクのステータスが Activatingから
Readyに変更されるまで何度も show
firmwareコマンドを入力する必要があ
る場合があります。
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例

次の例では、同じトランザクションでBIOSファームウェアの更新とアクティベーショ
ンを行います。ファームウェアの更新とアクティベーションが正常に完了したことの

確認は行いません。

UCS-A# scope server 1/1
UCS-A# /chassis/server # scope bios
UCS-A# /chassis/server/bios # show image
Name Type Version
--------------------------------------------- -------------------- -------
ucs-b200-m2-bios.S5500.2.1.3c.0.081120151437.bin

Server BIOS
S5500.2.1.3c.0.081120151437
ucs-b200-m3-bios.B200M3.2.2.6c.0.110420151250.bin

Server BIOS
B200M3.2.2.6c.0.110420151250
ucs-b200-m4-bios.B200M4.3.1.0.4.113020151739.bin

Server BIOS
B200M4.3.1.0.4.113020151739

UCS-A# /chassis/server/bios # update firmware B200M4.3.1.0.4.113020151739
UCS-A# /chassis/server/bios* # activate firmware B200M4.3.1.0.4.113020151739
UCS-A# /chassis/server/bios* # commit-buffer
UCS-A# /chassis/server/bios #

CIMCファームウェア
Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、Cisco UCSでのサーバの管理とモニタリン
グに使用されます。CIMCには、管理およびモニタリングタスク用にGUI、CLI、IPMIなどの
オプションが用意されています。Cシリーズサーバでは、CIMCは独立したチップで実行され
ます。そのため、大規模なハードウェア障害やシステムのクラッシュ時でもサービスを提供す

ることができます。CIMCは、サーバの初期設定やサーバ動作に関する問題のトラブルシュー
ティングにも役立ちます。CIMCファームウェアは、直接 Cisco UCS Managerから更新できま
す。

サーバの CIMCファームウェアのアップデートおよびアクティブ化

CIMCのファームウェアのアクティベーションによって、データトラフィックは中断しませ
ん。ただし、すべての KVMセッションに割り込み、サーバに接続しているすべての vMedia
が切断されます。

更新プロセスが完了するまで、エンドポイントを含むハードウェアを取り外したり、メンテナ

ンス作業を実行したりしないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナ

ンス作業により使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、

バックアップパーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損

しているエンドポイントではファームウェアを更新できません。

Caution
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Procedure

PurposeCommand or Action

指定サーバーのシャーシサーバーモー

ドを開始します。

UCS-A# scope server chassis-id /
blade-id

ステップ 1

シャーシサーバー CIMCモードを開始
します。

UCS-A /chassis/server # scope cimcステップ 2

アダプタの使用可能なソフトウェアイ

メージを表示します。

UCS-A /chassis/server/cimc # show imageステップ 3

サーバのCIMCの選択したファームウェ
アバージョンをアップデートします。

UCS-A /chassis/server/cimc # update
firmware バージョン番号

ステップ 4

トランザクションをコミットします。(Optional) UCS-A /chassis/server/cimc #
commit-buffer

ステップ 5

ステップ7でファームウェアをアクティ
ブにする前に、ステップ 6で show
firmware コマンドを使用してファーム
ウェアのアップデートが正常に完了した

ことを確認する場合のみ、このステップ

を使用します。このステップをスキップ

して、同じトランザクションで

update-firmware および
activate-firmware コマンドをコミット
できます。ただし、ファームウェアの

アップデートが正常に完了していない場

合は、ファームウェアのアクティブ化が

開始されません。

Cisco UCS Managerによって、選択した
ファームウェアイメージがバックアッ

プメモリパーティションにコピーさ

れ、そのイメージが破損していないこと

が確認されます。イメージは、明示的に

アクティブにするまで、バックアップ

バージョンとして残されます。

ファームウェアのアップデートのステー

タスを表示します。

(Optional) UCS-A /chassis/server/cimc #
show firmware

ステップ 6

ファームウェアのアップデートが正常に

完了したことを確認する場合にのみ、こ

のステップを使用します。アップデート

ステータスがReadyになったら、ファー
ムウェアのアップデートは完了です。

CLIの表示は自動的には更新されないた
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PurposeCommand or Action

め、タスクのステータスが Updatingか
ら Readyに変更されるまで何度も show
firmware コマンドを入力する必要があ
る場合があります。アップデートステー

タスがReadyになったらステップ7に進
みます。

サーバのCIMCの選択したファームウェ
アバージョンをアクティブにします。

UCS-A /chassis/server/cimc # activate
firmware バージョン番号

ステップ 7

トランザクションをコミットします。UCS-A /chassis/server/cimc #
commit-buffer

ステップ 8

ファームウェアのアクティベーションの

ステータスを表示します。

(Optional) UCS-A /chassis/server/cimc #
show firmware

ステップ 9

ファームウェアのアクティベーションが

正常に完了したことを確認する場合にの

み、このステップを使用します。CLIの
表示は自動的には更新されないため、タ

スクのステータスが Activatingから
Readyに変更されるまで何度も show
firmware コマンドを入力する必要があ
る場合があります。

Example

次の例では、同じトランザクションで CIMCのファームウェアをアップデートしてア
クティブ化します。ファームウェアのアップデートとアクティベーションが正常に完

了したかどうかについて確認は行いません。

UCS-A# scope server 1/1
UCS-A# /chassis/server # scope cimc
UCS-A# /chassis/server/cimc # show image
Name Type Version
--------------------------------------------- -------------------- -------
ucs-b200-m3-k9-cimc.4.0.1.bin CIMC 4.0(1)
ucs-b200-m3-k9-cimc.4.0.1.bin CIMC 4.0(1)
ucs-b200-m4-k9-cimc.4.0.1.bin CIMC 4.0(1)
ucs-b200-m5-k9-cimc.4.0.1.bin CIMC 4.0(1)
ucs-b22-m3-k9-cimc.4.0.1.bin CIMC 4.0(1)

...

UCS-A# /chassis/server/cimc # update firmware 4.0(1)
UCS-A# /chassis/server/cimc* # activate firmware 4.0(1) set-startup-only
UCS-A# /chassis/server/cimc* # commit-buffer
UCS-A# /chassis/server/cimc #
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次の例では、CIMCのファームウェアをアップデートし、アップデートが正常に完了
したことを確認してからファームウェアのアクティベーションを開始して、CIMCの
ファームウェアをアクティブ化し、アクティベーションが正常に完了したことを確認

します。

UCS-A# scope server 1/1
UCS-A# /chassis/server # scope cimc
UCS-A# /chassis/server/cimc # show image
Name Type Version
--------------------------------------------- ----------------- -------------
ucs-b200-m1-k9-cimc.4.0.1.bin CIMC 4.0(1)
ucs-b200-m1-k9-cimc.4.0.1.bin CIMC 4.0(1)
ucs-b200-m1-k9-cimc.4.0.1.bin CIMC 4.0(1)
ucs-b200-m3-k9-cimc.4.0.1.bin CIMC 4.0(1)
...

UCS-A# /chassis/server/cimc # update firmware 4.0(1)
UCS-A# /chassis/server/cimc* # commit-buffer
UCS-A# /chassis/server/cimc # show firmware
Running-Vers Update-Status Activate-Status
--------------- --------------- ---------------
4.0(1) Updating Ready

UCS-A# /chassis/server/cimc # show firmware
Running-Vers Update-Status Activate-Status
--------------- --------------- ---------------
4.0(1) Ready Ready

UCS-A# /chassis/server/cimc # activate firmware 4.0(1)
UCS-A# /chassis/server/cimc* # commit-buffer
UCS-A# /chassis/server/cimc # show firmware
Running-Vers Update-Status Activate-Status
--------------- --------------- ---------------
4.0(1) Ready Activating

UCS-A# /chassis/server/cimc # show firmware
Running-Vers Update-Status Activate-Status
--------------- --------------- ---------------
4.0(1) Ready Ready

PSUファームウェア
PSUファームウェアは、Cisco UCS Managerから直接更新できます。

PSUでのファームウェアのアップデート

更新プロセスが完了するまで、エンドポイントを含むハードウェアを取り外したり、メンテナ

ンス作業を実行したりしないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナ

ンス作業により使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、

バックアップパーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損

しているエンドポイントではファームウェアを更新できません。

注意
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを

開始します。

UCS-A # scope chassis chassis-idステップ 1

指定した PSUで PSUモードを開始しま
す。

UCS-A /chassis # scope psu psu-idステップ 2

PSUの使用可能なソフトウェアイメー
ジを表示します。

UCS-A /chassis/psu # show detailステップ 3

PSUの選択したファームウェアバージョ
ンを更新します。

UCS-A /chassis/psu # update firmware
version-num [force]

ステップ 4

互換性のない可能性や、現在実行中のタ

スクに関係なく、ファームウェアをアク

ティブにするには、オプションの force
キーワードを使用できます。

アップグレードを続行する

前に、表示されたチェック

リストを見直して、すべて

の要件が満たされているこ

とを確認します。

注意

トランザクションをコミットします。（任意） UCS-A /chassis/psu #
commit-buffer

ステップ 5

Cisco UCS Managerによって、選択した
ファームウェアイメージがバックアッ

プメモリパーティションにコピーさ

れ、そのイメージが破損していないこと

が確認されます。イメージは、明示的に

アクティブにするまで、バックアップ

バージョンとして残されます。

例

次の例では、PSUファームウェアを更新し、トランザクションをコミットする方法を
示します。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A# /chassis # scope psu 2
UCS-A# /chassis/psu # show detail
PSU:

PSU: 2
Overall Status: Operable
Operability: Operable
Threshold Status: OK
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Power State: On
Presence: Equipped
Thermal Status: OK
Voltage Status: OK
Product Name: Platinum II AC Power Supply for UCS 5108 Chassis
PID: UCSB-PSU-2500ACDV
VID: V01
Part Number: 341-0571-01
Vendor: Cisco Systems Inc
Serial (SN): DTM190304FD
HW Revision: 0
Firmware Version: 05.10
Type: DV
Wattage (W): 2500
Input Source: 210AC 50 380DC
Current Task:

UCS-A# /chassis/psu # update firmware 05.10
UCS-A# /chassis/psu* # commit-buffer
UCS-A# /chassis/psu #

PSUでのファームウェアのアクティブ化

更新プロセスが完了するまで、エンドポイントを含むハードウェアを取り外したり、メンテナ

ンス作業を実行したりしないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナ

ンス作業により使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、

バックアップパーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損

しているエンドポイントではファームウェアを更新できません。

注意

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを

開始します。

UCS-A # scope chassis chassis-idステップ 1

指定した PSUで PSUモードを開始しま
す。

UCS-A /chassis # scope psu psu-idステップ 2

PSUの選択したファームウェアバージョ
ンをアクティブにします。

UCS-A /chassis/psu # activate firmware
version-num

ステップ 3

トランザクションをコミットします。必須: UCS-A /chassis/psu # commit-bufferステップ 4

トランザクションのコミッ

トによりエンドポイントが

リセットされます。

（注）
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例

次の例では、PSUファームウェアをアクティブにし、トランザクションをコミットし
ます。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A# /chassis # scope psu 2
UCS-A# /chassis/psu # activate firmware 03.10
Warning: When committed this command will reset the end-point
UCS-A# /chassis/psu* # commit-buffer
UCS-A# /chassis/psu #

ボードコントローラファームウェア

ボードコントローラは、すべての Bシリーズブレードサーバと Cシリーズラックサーバ用
のさまざまなプログラマブルロジックおよび電源コントローラを管理します。ボードコント

ローラ更新ユーティリティを使用すると、重要なハードウェアを更新することができます。

Cisco UCS Managerリリース 2.1(2a)で導入されたボードコントローラを使用すると、ボード
コントローラ更新ユーティリティを使用してデジタルコントローラコンフィギュレーション

ファイルを更新することにより、電圧レギュレータなどのコンポーネントを最適化できます。

以前は、電圧レギュレータを更新するには物理コンポーネントを変更する必要がありました。

これらの更新はハードウェアレベルであり、下位互換性を保つように設計されています。した

がって、ボードコントローラのバージョンを最新に保つことが常に望まれます。

Cisco UCS BシリーズM3およびM4ブレードサーバのボードコントローラファームウェアの
アクティブ化に関する注意事項

次の注意事項は、Cisco UCS BシリーズM3およびM4ブレードサーバのボードコントローラ
ファームウェアに適用されます。

•ボードコントローラファームウェアをダウングレードする必要はありません。

•ブレードサーバのボードコントローラファームウェアバージョンは、インストール済み
ソフトウェアバンドルと同じか、または新しいバージョンである必要があります。ボード

コントローラファームウェアのバージョンが、既存の Cisco UCS環境で実行されている
バージョンよりも新しい場合でも、ソフトウェアマトリックスまたは TACのサポート範
囲には違反しません。

•ボードコントローラファームウェアの更新は、他のコンポーネントのファームウェアと
下位互換性があります。

リリース 2.2(4b)より前のリリースで実行されている一部の Cisco UCS B200 M4ブレードサー
バは、CSCuu15465に掲載されている誤った Cisco UCS Managerアラートを生成する場合があ
ります。この誤ったボードコントローラ不一致アラートは、Cisco UCS Manager機能カタログ
2.2(4c)Tおよび 2.2(5b)Tで解決されました。機能カタログ 2.2(4c)Tまたは 2.2(5b)Tのいずれか
を使用する場合、このアラートは表示されなくなります。
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詳細については、https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCuu15465を参照してください。（注）

機能カタログの更新は、次の手順で適用できます。

1. 2.2(4c) Infra/Catalogまたは 2.2(5b) Infra/Catalogソフトウェアバンドルをダウンロードしま
す。

2. カタログバージョン 2.2(4c)Tまたは 2.2(5b)T（または含まれているカタログバージョン）
をロードしてカタログをアクティブにします。機能カタログ更新のアクティブ化は Cisco
UCS Managerを使用した機能カタログのアクティブ化についての詳細情報を提供します。

3. 新しく挿入されたブレードサーバを停止します。

4. 以前のボードコントローラバージョンがあるホストファームウェアパックポリシーに
サービスプロファイルを関連付けます。

サービスプロファイルが更新されたホストファームウェアパックポリシーに関連付けら

れると、誤った不一致アラート（CSCuu15465のバグによるものなど）は発生しなくなり
ます。

5. [Save（保存）]をクリックします。

6. ブレードサーバを再検出します。

Cisco UCS CシリーズM3およびM4ラックサーバのボードコントローラファームウェアのア
クティブ化に関する注意事項

次の注意事項は、Cisco UCS CシリーズM3およびM4ラックサーバのボードコントローラ
ファームウェアに適用されます。

•ボードコントローラファームウェアと CIMCファームウェアは、同じパッケージバー
ジョンのものである必要があります。

• Cisco UCS C220 M4または C240 M4サーバの Cシリーズサーバファームウェアを Cisco
UCSManager 2.2(6c)にアップグレードする場合は、次の重大なアラームが表示されます。
Board controller upgraded, manual a/c power cycle required on server x

CSCuv45173に記載されているとおり、このアラームは誤って重大なアラームとして分類
されています。このアラームはサーバの機能に影響を与えないため、無視しても構いませ

ん。

このアラームが表示されないようにするには、次のいずれかを行います。

• Cisco UCS Managerカスタムホストファームウェアパッケージを作成して、ボード
コントローラファームウェアをCisco UCSManager 2.2(6c)への更新から除外し、古い
バージョンを保持します。

• Cisco UCS Managerインフラストラクチャ（Aバンドル）をリリース 2.2(6c)にアップ
グレードし、『Release Notes for Cisco UCS Manager, Release 2.2』の表 2の混在ファー
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ムウェアサポートマトリックスに従って、すべての Cisco UCS C220 M4または C240
M4サーバ上でホストファームウェア（Cバンドル）を引き続き古いバージョンで実
行します。

詳細については、https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/CSCuv45173
を参照してください。

（注）

•ボードコントローラのアップグレード後に、ボードコントローラのアクティブ化ステー
タスに [Pending Power Cycle] が表示される場合、手動による電源の再投入が必要です。ま
た、エラーも生成されます。電源の再投入後、エラーはクリアされ、ボードコントローラ

のアクティブ化ステータスに [Ready]が表示されます。

Cisco UCS BシリーズM3以降のブレードサーバでのボードコントローラファームウェ
アのアクティブ化

ボードコントローラファームウェアは、eUSB、LED、I/Oコネクタなど、サーバの多くの機
能を制御します。

このアクティブ化手順を実行すると、サーバはリブートされます。サーバに関連付けられてい

るサービスプロファイルにメンテナンスポリシーが含まれているかどうかに応じて、リブー

トはただちに行われることがあります。ボードコントローラファームウェアは、CiscoUCSド
メインのアップグレードの最後の手順として、サーバ BIOSのアップグレードと同時に、サー
ビスプロファイル内のホストファームウェアパッケージからアップグレードすることをお勧

めします。これにより、アップグレードプロセス中にサーバをリブートしなければならない回

数を減らせます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバーのシャーシサーバーモー

ドを開始します。

UCS-A# scope server chassis-id /
server-id

ステップ 1

サーバのボードコントローラモードを

開始します。

UCS-A /chassis/server # scope
boardcontroller

ステップ 2

ボードコントローラの利用可能なソフ

トウェアイメージを表示します。

（任意） UCS-A
/chassis/server/boardcontroller # show
image

ステップ 3

ボードコントローラの現在実行中のソ

フトウェアイメージを表示します。

（任意） UCS-A
/chassis/server/boardcontroller # show
firmware

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

サーバのボードコントローラの選択さ

れたファームウェアバージョンをアク

ティブ化します。

UCS-A /chassis/server/boardcontroller #
activate firmware バージョン番号

ステップ 5

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /chassis/server/boardcontroller #
commit-buffer

ステップ 6

例

次の例では、ボードコントローラのファームウェアをアクティブ化します。

UCS-A# scope server 1/1
UCS-A# /chassis/server # scope boardcontroller
UCS-A# /chassis/server/boardcontroller # show image
Name Type Version
--------------------------------------------- -------------------- -------
ucs-b200-m3-brdprog.15.0.bin Board Controller 15.0
ucs-b22-m3-brdprog.16.0.bin Board Controller 16.0
ucs-b420-m3-brdprog.12.0.bin Board Controller 12.0

UCS-A# /chassis/server/boardcontroller # show firmware
BoardController:

Running-Vers: 15.0
Package-Vers: 3.2(1)B
Activate-Status: Ready

UCS-A# /chassis/server/boardcontroller # activate firmware 15.0
UCS-A# /chassis/server/boardcontroller* # commit-buffer

Cisco UCS CシリーズM3以降のラックサーバでのボードコントローラファームウェア
のアクティブ化

ボードコントローラファームウェアは、eUSB、LED、I/Oコネクタなど、サーバの多くの機
能を制御します。

このアクティブ化手順を実行すると、サーバはリブートされます。サーバに関連付けられてい

るサービスプロファイルにメンテナンスポリシーが含まれているかどうかに応じて、リブー

トはただちに行われることがあります。ボードコントローラファームウェアは、CiscoUCSド
メインのアップグレードの最後の手順として、サーバ BIOSのアップグレードと同時に、サー
ビスプロファイル内のホストファームウェアパッケージからアップグレードすることをお勧

めします。これにより、アップグレードプロセス中にサーバをリブートしなければならない回

数を減らせます。

（注）

M3以降のボードコントローラファームウェアには次のような制限があります。

• Cisco UCS ManagerRelease 2.2(1a)以降を使用している必要がある。
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•ボードコントローラファームウェアと CIMCファームウェアは、同じパッケージバー
ジョンのものである必要があります。

•ボードコントローラのアップグレード後に、ボードコントローラのアクティブ化ステー
タスに [Pending Power Cycle] が表示される場合、手動による電源の再投入が必要です。ま
た、エラーも生成されます。電源の再投入後、エラーはクリアされ、ボードコントローラ

のアクティブ化ステータスに [Ready]が表示されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを

開始します。

UCS-A# scope server server-idステップ 1

サーバのボードコントローラモードを

開始します。

UCS-A /server # scope boardcontrollerステップ 2

ボードコントローラの利用可能なソフ

トウェアイメージを表示します。

（任意） UCS-A /server/boardcontroller #
show image

ステップ 3

ボードコントローラの現在実行中のソ

フトウェアイメージを表示します。

（任意） UCS-A /server/boardcontroller #
show firmware

ステップ 4

サーバのボードコントローラの選択さ

れたファームウェアバージョンをアク

ティブ化します。

UCS-A /server/boardcontroller # activate
firmware version-num

ステップ 5

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /server/boardcontroller #
commit-buffer

ステップ 6

例

次の例では、ボードコントローラのファームウェアをアクティブ化します。

UCS-A# scope server 7
UCS-A# /server # scope boardcontroller
UCS-A# /server/boardcontroller # show image
Name Type Version State
-------------------------------------- ----------------- --------- -----
ucs-c220-m3-brdprog.3.0.bin Board Controller 3.0 Active
ucs-c220-m3-brdprog.3.0.bin Board Controller 3.0 Active

UCS-A# /server/boardcontroller # show firmware
BoardController:

Running-Vers: N/A
Package-Vers:
Activate-Status: Ready

UCS-A# /server/boardcontroller # activate firmware 3.0 force
Warning: When committed this command will reset the end-point.
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UCS-A# /server/boardcontroller* # commit-buffer
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